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8-Pin Flash-Based 8-Bit CMOS Microcontroller
ハイパフォーマンス ：RISC CPU
たった 命令• 35
分岐を除くすべてのシングル･サイクル命令•
動作速度：•

～ 発信器クロック入力- DC 20 MHz /
～ 命令サイクル- DC 200 ns

割り込み機能•
レベルの深さのハードウェア･スタック• 8
直接、間接、および相対アドレス指定モード•

特別なマイクロコントローラー機能：

内部および外部発振器オプション•
工場出荷時に± ％に較正された高精度内部 発振器- 1 4MHz
水晶および共振器の外部発振器サポート-
スリープから で蘇り、 、通常- 5 us 3.0V

省電力スリープ･モード•
• 2.0V 5.5V広い動作電圧範囲： ～

工業用および拡張温度範囲•
低電力パワーオン･リセット（ ）• POR
パワーアップ･タイマー（ ）および発信器起動タイマ• PWRT
ー（ ）OST
ブラウンアウト検出（ ）• BOD
信頼性の高い動作のための独立発振器付きウォッチドッグ･•
タイマー（ ）WDT
多重化 入力ピン• MCLR/
ピンオン割り込みの変更•
個別のプログラム可能な弱いプルアップ•
プログラム可能なコード保護•
高耐久フラッシュ セル• /EEPROM

回の書き込みフラッシュ耐久性- 100,000
回の書き込み 耐久性- 1,000,000 EEPROM

フラッシュデータ 保持：＞ 年- / EEPROM 40

低電力機能：

スタンバイ電流：•
、標準- 1 nA @ 2.0V

動作電流：•
、 、標準- 8.5 uA @ 32 kHz 2.0V
、 、標準- 100 uA @ 1 MHz 2.0V

ウォッチドッグ･タイマー電流•
、標準- 300 nA @ 2.0V

タイマー 発信器電流：• 1
、 、標準- 4 uA @ 32 kHz 2.0V

周辺機能：

個別の方向制御を備えた つの ピン• 6 I/O
直接 駆動用の大電流シンクソース• LED /
アナログ･コンパレーター･モジュール：•
つのアナログ･コンパレーター- 1
プログラム可能なオンチップ･コンパレーター電圧リファ-
レンス（ ）モジュールCVREF
デバイス入力からのプログラム可能な入力多重化-
コンパレーター出力は外部からアクセス可能-
コンバーター･モジュール（ ）：• A/D PIC12F675
ビットの解像度- 10

プログラム可能な チャンネル入力- 4
電圧リファレンス入力-
タイマー ： ビット･プログラマブル･プリスケーラーを備• 0 8
えた ビット･タイマーカウンター8 /
強化されたタイマー ：• 1
プリスケーラー付き ビット･タイマーカウンター- 16 /
外部ゲート入力モード-

モードが選択されている場合、 モードで- INTOSC LP1
および をタイマー 発信器として使用するOSC1 OSC2 1

オプション

• 2 In-Circuit Serial Programming™つのピンを介した

（ ）ICSP™

プログラム データメモリー

デバイス メモリー コンパレーター タイマーI/O 10bitA/D
Flash SRAM EEPROM ch 8/16bit（ ）

（ワード） （バイト） （バイト）

PIC12F629 1024 64 128 6 1 1/1─

PIC12F675 1024 64 128 6 4 1 1/1
の少ピン数特許で保護されている ビット、 ピンデバイス：米国特許番号 。 追加の米国および外国* Microchip 8 8 5,847,450

の特許および出願は、発行または申請中です。
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PIC12F629/675
ピン配列

8-pin PDIP, SOIC, DFN-S, DFN
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大切なお客様へ

製品を確実に使用するために、大切なお客様に可能な限り最高の資料を提供することを目指しています。このため、お客様のMicrochip®
ニーズに合わせて出版物を改善していきます。私たちの出版物は、新しいボリュームと更新が導入されると洗練され、強化されます。

この出版物に関する質問またはコメントがある場合は、 の電子メールでマーケティングコミュニケーション部docerrors@microchip.com
に連絡するか、このデータシートの裏にある を（ ） にファックスしてください。フィードバックをお待Reader Response Form 480 792-4150
ちしています。

最新のデータシート

このデータシートの最新バージョンを入手するには、次のワールドワイド サイトに登録してください：Web

http://www.microchip.com

データシートのバージョンは、ページの外側の隅にある文学番号を調べることで確認できます。文献番号の最後の文字はバージョン番号

です（たとえば、 はドキュメント のバージョン です）。DS30000A DS30000 A

正誤表

現在のデバイスには、データシートとのわずかな操作上の相違点および推奨される回避策を記載した正誤表が存在する場合があります。

デバイスドキュメントの問題が判明すると、正誤表を発行します。エラッタは、シリコンのリビジョンと、それが適用されるドキュメント/
のリビジョンを指定します。特定のデバイスの正誤表が存在するかどうかを判断するには、次のいずれかを確認してください。

• Web http://www.microchip.comマイクロチップのワールドワイド サイト；

最寄りのマイクロチップ営業所（最後のページを参照）•

営業所に連絡するときは、使用しているデバイス、シリコンのリビジョン、およびデータシート（資料番号を含む）を指定してくださ

い。

顧客通知システム

の サイトに登録して、すべての製品に関する最新情報を入手してください。www.microchip.com Web
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デバイスの概要1.0

このドキュメントには、 のデバイス固有のPIC12F629/675
情報が含まれています。追加情報については、 ミッドレPIC®
ンジ･リファレンス･マニュアル（ ）をご覧くださDS33023
い。最寄りの 販売代理店から入手するか、Microchip

サイトからダウンロードできます。 リファレMicrochip Web
ンスマニュアルは、このデータシートの補足文書と見なされ

るべきであり、周辺モジュールのデバイス･アーキテクチャー

と動作のより良い理解のために読むことを強くお勧めしま

す。

および デバイスは、このデータシーPIC12F629 PIC12F675
トに記載されています。 に ビット コンバーPIC12F675 10 A/D
ターがあることを除いて、これらは同一です。 ピン 、8 PDIP

、 、および パッケージで提供されます。図SOIC MLF-S DFN
に、 デバイスのブロック図を示します。表1-1 PIC12F629/675
に、ピン割り当ての説明を示します。1-1

図 ： ブロック図1-1 PIC12F629/675

： 上位ビットは レジスターからのものです注1 STATUS
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PIC12F629/675
表 ： ピン配置の説明1-1 PIC12F629/675

名前 関数 入力タイプ 出力タイプ 説明

双方向の 、プログラム可能なプルアップGP0/AN0/CIN+/ICSPDAT GP0 TTL CMOS I/O
と変更時割り込み

チャンネル 入力AN0 AN A/D 0
コンパレーター入力CIN+ AN

ICSPDAT TTL CMOS I/Oシリアル･プログラミング

プログラム可能なプルアップと変更時割り込GP1/AN1/CIN-/V / GP1 TTL CMOSREF

ICSPCLK I/O w/みを備えた双方向

チャンネル 入力AN1 AN A/D 1
コンパレーター入力CIN- AN
外部基準電圧V ANREF

シリアル･プログラミング･クロックICSPCLK ST
プログラム可能なプルアップと変更時割り込GP2/AN2/T0CKI/INT/COUT GP2 ST CMOS

I/O w/みを備えた双方向

チャンネル 入力AN2 AN A/D 2
クロック入力T0CKI ST TMR0

外部割り込みINT ST
コンパレーター出力COUT CMOS

GP3/MCLR/V GP3 TTL w/PP 変更時割り込み付き入力ポート

マスタークリアMCLR ST
プログラミング電圧V HVPP

プログラム可能なプルアップと変更時割り込GP4/AN3/T1G/OSC2/ GP4 TTL CMOS
CLKOUT I/O w/みを備えた双方向

チャンネル 入力AN3 AN A/D 3
ゲートT1G ST TMR1

水晶共振器OSC2 XTAL /
出力CLKOUT CMOS F /4OSC

プログラム可能なプルアップと変更時割り込GP5/T1CKI/OSC1/CLKIN GP5 TTL CMOS
I/O w/みを備えた双方向

クロックT1CKI ST TMR1
水晶共振器OSC1 XTAL /
外部クロック入力 発信器接続CLKIN ST /RC

電源 グラウンド基準V VSS SS

電源 正の供給V VDD DD

記録： のみShade = PIC12F675
＝ 入力バッファーTTL TTL
＝シュミットトリガー入力バッファーST
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PIC12F629/675
メモリ構成2.0

プログラムメモリ構成2.1

デバイスには、 × プログラム･メモリPIC12F629/675 8K 14
ー空間をアドレス指定できる ビット･プログラム･カウンタ13

PIC12F629/675 1K 14ーがあります。 デバイスの最初の ×

（ ～ ）のみが物理的に実装されています。これ0000h 03FFh
らの境界より上の場所にアクセスすると、最初の × スペ1K 14
ース内でラップアラウンドが発生します。リセット･ベクトル

は で、割り込みベクトルは です（図 を参0000h 0004h 2-1
照）。

図 ： のプログラム･メモリー･マッ2-1 DSTEMP/675
プとスタック

データメモリー構成2.2

データメモリ（図 を参照）は、汎用レジスターと特殊機2-2
能レジスタを含む つのバンクに分割されます。特殊機能レ2
ジスターは、各バンクの最初の の場所にあります。レジス32
タ位置 ～ は汎用レジスターで、スタティック（静的）20h 5Fh

として実装され、両方のバンクにマップされます。他のRAM
すべての は実装されておらず、読み取り時に「 」を返RAM 0
します。 （ ）はバンク選択ビットです。RP0 STATUS<5>

バンク が選択されています• RP0 = 00
バンク が選択されています• RP0 = 11

一般的な目的の登録ファイル2.2.1

PIC12F629/675 64デバイスでは、レジスター･ファイルは

× として編成されています。各レジスターには、ファイル8
選択レジスター を介して直接または間接的にアクセスしFSR

2.4 INDF FSRます（セクション 「間接アドレス指定、 および

を参照）。レジスター」

： および ビット は予約さ注釈 IRP RP1 STATUS <7:6>
れており、常に「 」として維持する必要があ0
ります。
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PIC12F629/675
特殊機能レジスタ2.2.2

特殊機能レジスターは、デバイスの目的の動作を制御する

ために および周辺機能によって使用されるレジスターでCPU
す（表 を参照）。これらのレジスターはスタティック2-1

です。RAM
特殊レジスターは、コアと周辺の つのセットに分類でき2

ます。このセクションでは、「コア」に関連付けられている

特殊機能レジスターについて説明します。周辺機能の操作に

関連するものは、その周辺機能のセクションで説明されてい

ます。

図 ： のデータ･メモリー･マップ2-2 PIC12F629/675

□ 実装されていないデータ･メモリーの場所、「 」0
として読み取られます。

注 ： 物理レジスターではありません。1
注 ： のみ。2 PIC12F675
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PIC12F629/675
表 ： 特殊機能レジスターの概要2-1
アド 名前 値： ページBit7 Bit6 Bit5 Bit4 Bit3 Bit2 Bit1 Bit0

POR BODレス 、

0バンク

00h INDF FSR 20 61(1) この場所をアドレス指定するには、 のコンテンツを使用してデータ･メモリーをアドレス指定し 、0000 0000
ます

01h TMR0 0 29タイマー モジュールのレジスター xxxx xxxx
02h PCL PC 19プログラム･カウンター（ ）の最下位バイト 0000 0000
03h STATUS IRP RP1 RP0 TO PD Z DC C 14(2) (2) 0001 1xxx
04h FSR 20間接データ･メモリー･アドレス･ポインター xxxx xxxx
05h GPIO GPIO5 GPIO4 GPIO3 GPIO2 GPIO1 GPIO0 21─ ─ --xx xxxx

─ 未実装 ─ ─06h
─ 未実装 ─ ─07h
─ 未実装 ─ ─08h
─ 未実装 ─ ─09h

0Ah PCLATH 5 19─ ─ ─ プログラム･カウンターの上位 ビットの書き込みバッファー ---0 0000
0Bh INTCON GIE PEIE T0IE INTE GPIE T0IF INTF GPIF 150000 0000
0Ch PIR1 EEIF ADIF CMIF TMR1IF 17─ ─ ─ ─ 00-- 0--0

─ 未実装 ─ ─0Dh
0Eh TMR1L 16 1 32ビットタイマー の最下位バイトのレジスターを保持 xxxx xxxx
0Fh TMR1H 16 1 32ビットタイマー の最上位バイトのレジスターを保持 xxxx xxxx
10h T1CON TMR1GE T1CKPS1 T1CKPS0 T1OSCEN T1SYNC TMR1CS TMR1ON 35─ -000 0000

─ 未実装 ─ ─11h
─ 未実装 ─ ─12h
─ 未実装 ─ ─13h
─ 未実装 ─ ─14h
─ 未実装 ─ ─15h
─ 未実装 ─ ─16h
─ 未実装 ─ ─17h
─ 未実装 ─ ─18h

19h CMCON COUT CINV CIS CM2 CM1 CM0 38─ ─ -0-0 0000
─ 未実装 ─ ─1Ah
─ 未実装 ─ ─1Bh
─ 未実装 ─ ─1Ch

1Dh ADRESH A/D 8 2 44(3) 左シフトされた 結果の最上位 ビットまたは右シフトされた結果の ビット xxxx xxxx
1Eh ADCON0 ADFM VCFG CHS1 CHS0 GO/DONE ADON 45 61(3) ─ ─ 、00-- 0000

： ─ 「 」として読み取られる未実装の場所。 変更なし。 不明。 値は条件に依存。網掛け 未実装。記録 = 0 u = x = q = =
： これは物理レジスタではありません。注1
： これらのビットは予約されており、常に「 」として維持する必要があります。2 0
： のみ。3 PIC12F675
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PIC12F629/675
表 ： 特殊機能レジスターの概要（続き）2-1
アド 名前 値： ページBit7 Bit6 Bit5 Bit4 Bit3 Bit2 Bit1 Bit0

POR BODレス 、

1バンク

80h INDF FSR 20 61(1) この場所をアドレス指定するには、 の内容を使用してデータ･メモリーをアドレス指定します ､0000 0000
81h OPTION_R GPPU INTEDG T0CS T0SE PSA PS2 PS1 PS0 14 311111 1111 ､

EG
82h PCL PC 19プログラム･カウンター（ ）の最下位バイト 0000 0000
83h STATUS IRP RP1 RP0 TO PD Z DC C 14(2) (2) 0001 1xxx
84h FSR 20間接データ･メモリー･アドレス･ポインタ xxxx xxxx
85h TRISIO TRISIO5 TRISIO4 TRISIO3 TRISIO2 TRISIO1 TRISIO0 21─ ─ --11 1111

─ 未実装 ─ ─86h
─ 未実装 ─ ─87h
─ 未実装 ─ ─88h
─ 未実装 ─ ─89h

8Ah PCLATH 5 19─ ─ ─ プログラム･カウンターの上位 ビットの書き込みバッファー ---0 0000
8Bh INTCON GIE PEIE T0IE INTE GPIE T0IF INTF GPIF 150000 0000
8Ch PIE1 EEIE ADIE CMIE TMR1IE 16─ ─ ─ ─ 00-- 0--0

─ 未実装 ─ ─8Dh
8Eh PCON POR BOD 18─ ─ ─ ─ ─ ─ ---- --0x

─ 未実装 ─ ─8Fh
90h OSCCAL CAL5 CAL4 CAL3 CAL2 CAL1 CAL0 18─ ─ 1000 00--

─ 未実装 ─ ─91h
─ 未実装 ─ ─92h
─ 未実装 ─ ─93h
─ 未実装 ─ ─94h

95h WPU WPU5 WPU4 WPU2 WPU1 WPU0 21─ ─ ─ --11 -111
96h IOC IOC5 IOC4 IOC3 IOC2 IOC1 IOC0 23─ ─ --00 0000

─ 未実装 ─ ─97h
─ 未実装 ─ ─98h

99h VRCON VREN VRR VR3 VR2 VR1 VR0 42─ ─ 0-0- 0000
9Ah EEDATA EEPROM 49データ データ･レジスター 0000 0000
9Bh EEADR EEPROM 49─ データ アドレス･レジスター -000 0000
9Ch EECON1 WRERR WREN WR RD 50─ ─ ─ ─ ---- x000
9Dh EECON2 EEPROM 2 50(1) 制御レジスター ---- ----
9Eh ADRESL 8 A/D 2 44(3) ビットの左シフト 結果または右シフト結果の下位 ビット xxxx xxxx
9Fh ANSEL ADCS2 ADCS1 ADCS0 ANS3 ANS2 ANS1 ANS0 46 61(3) ─ ､-000 1111

： ─ 未実装の場所は「 」。 変更なし。 不明。 値は条件に依存。網掛け 未実装。記録 = 0 u = x = q = =
： これは物理レジスターではありません。注1
： これらのビットは予約されており、常に「 」として維持する必要があります。2 0
： のみ。3 PIC12F675
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PIC12F629/675
ステータス･レジスター2.2.2.1

レジスター に示されている レジスターには以下2-1 STATUS
が含まれます：

の算術ステータス• ALU
リセット状態•
データ･メモリー（ ）のバンク選択ビット• SRAM

レジスターは、他のレジスターと同様に、任意のSTATUS
命令の宛先にすることができます。 レジスターがSTATUS
、 、または ビットに影響する命令の宛先である場合、Z DC C
これらの ビットへの書き込みは無効になります。これらの3
ビットは、デバイス･ロジックに従って設定またはクリアされ

ます。さらに、 および ビットは書き込み可能ではありTO PD
ません。したがって、宛先として レジスタを使用しSTATUS
た命令の結果は、意図したものと異なる場合があります。

たとえば、 は上位 ビットをクリアし、 ビCLRF STATUS 3 Z
ットをセットします。これにより、 レジスターはSTATUS

（ 変更なし）のままになります。000u u1uu u =

したがって、 、 、 、および 命令のみBCF BSF SWAPF MOVWF
を使用して レジスターを変更することをお勧めしまSTATUS
す。これらの命令はステータス･ビットに影響を与えないため

です。ステータス･ビットに影響を与えないその他の命令につ

いては、「命令セットの概要」を参照してください。

： ビット および （ ）は注1 IRP RP1 STATUS <7:6>
では使用されないため、クリアPIC12F629/675

のままにしておく必要があります。これらのビ

ットの使用は推奨されません。これは将来の製

品との上位互換性に影響を与える可能性がある

ためです。

： ビットと ビットは、それぞれ減算で借用ビ2 C DC
ットと桁借用ビットとして動作します。例につ

いては、 および の手順を参照しSUBLW SUBWF
てください。

レジスター ： ： ステータス･レジスター（アドレス： または ）2-1 STATUS 03h 83h
R/W-0 R-1 R-1 R/W-x R/W-x R/W-x予約済み 予約済み

IRP RP1 RP0 TO PD Z DC C
bit 0bit 7

：記録

読み取り可能ビット 書き込み可能ビット 未実装ビット、「 」として読み取りR = W = U = 0
での値 ｢ ｣ ビットが設定されています ｢ ｣ ビットがクリアされます ビットは不明です-n = POR 1 = 0 = x =

： このビットは予約されており、「 」として維持する必要がありますbit 7 IRP 0
： このビットは予約されており、「 」として維持する必要がありますbit 6 RP1 0
： レジスター･バンク選択ビット（直接アドレス指定に使用）bit 5 RP0

= 0 (00h 7Fh)0 バンク ～

= 1 (80h FFh)1 バンク ～

： タイムアウト･ビットbit 4 TO
電源投入後、 命令、または 命令1 = CLRWDT SLEEP

タイムアウトが発生しました0 = WDT
： パワーダウン･ビットbit 3 PD
電源投入後または 命令による1 = CLRWDT

命令の実行により0 = SLEEP
： ゼロ･ビットbit 2 Z
算術演算または論理演算の結果はゼロです1 =
算術演算または論理演算の結果がゼロではありません0 =
： デジットキャリーボロー･ビット（ 、 、 、 命令）bit 1 /DC ADDWF ADDLW SUBLW SUBWF

ボローの場合、極性は逆になります。

結果の下位 ビットからのキャリーアウトが発生しました1 = 4
結果の下位 ビットからのキャリーアウトなし0 = 4

： キャリーボロー･ビット（ 、 、 、 命令）bit 0 /C ADDWF ADDLW SUBLW SUBWF
結果の最上位ビットからのキャリーアウトが発生しました1 =
結果の最上位ビットからのキャリーアウトは発生しませんでした0 =

： ボローの場合、極性は逆になります。減算は、 番目のオペランドの の補数を加算することにより実行されます。ロー注釈 2 2
テート（ 、 ）命令の場合、このビットにはソース･レジスターの上位または下位ビットがロードされます。RRF RLF
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PIC12F629/675
オプション･レジスター2.2.2.2

オプション･レジスターは、読み書き可能なレジスターであ

り、設定するさまざまな制御ビットが含まれています：

プリスケーラー• TMR0/WDT
外部 割り込み• GP2/INT

• TMR0
の弱いプルアップ• GPIO

： に対して のプリスケーラーの割り当て注1 TMR0 1:1
を実現するには、 ビットを「 」に設定しPSA 1
て、プリスケーラーを に割り当てますWDT
（ ）。セクション 「プリスケーOPTION<3> 4.4
ラ」を参照してください。

レジスター ： ： オプション･レジスター（アドレス： ）2-2 OPTION_REG 81h
R/W-1 R/W-1 R/W-1 R/W-1 R/W-1 R/W-1 R/W-1 R/W-1
GPPU INTEDG T0CS T0SE PSA PS2 PS1 PS0

bit 0bit 7

：記録

読み取り可能ビット 書き込み可能ビット 未実装ビット、「 」として読み取りR = W = U = 0
での値 ｢ ｣ ビットが設定されています ｢ ｣ ビットがクリアされます ビットは不明です-n = POR 1 = 0 = x =

： のプルアップ可能なビットbit 7 GPIOGPPU
プルアップは無効です1 = GPIO
プルアップは、個々の ラッチ値によって有効になります0 = GPIO PORT
： 割り込みエッジ選択ビットbit 6 INTEDG

ピンの立ち上がりエッジで割り込み1 = GP2/INT
ピンの立ち下がりエッジで割り込み0 = GP2/INT

： クロック･ソース選択ビットbit 5 TMR0T0CS
ピンの遷移1 = GP2/T0CKI

内部命令サイクル･クロック（ ）0 = CLKOUT
： ソース･エッジ選択ビットbit 4 TMR0T0SE

ピンの から への遷移で増分1 = GP2/T0CKI High Low
ピンの から への遷移で増分0 = GP2/T0CKI Low High

： プリスケーラ割り当てビットbit 3 PSA
プリスケーラーは に割り当てられます1 = WDT
プリスケーラーは モジュールに割り当てられます0 = TIMER0

～ ： プリスケーラー･レート選択ビットbit 2 0 PS2:PS0

Bit TMR0 WDT値

レート レート

1 : 2 1 : 1000
1 : 4 1 : 2001
1 : 8 1 : 4010
1 : 16 1 : 8011
1 : 32 1 : 16100
1 : 64 1 : 32101
1 : 128 1 : 64110
1 : 256 1 : 128111
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PIC12F629/675
レジスター2.2.2.3 INTCON

レジスターは、読み書き可能なレジスターであINTCON
り、 レジスター･オーバーフロー、 ポート変更、TMR0 GPIO
および外部 ピン割り込み用のさまざまな許可およびGP2/INT
フラグ･ビットが含まれています。

： 割り込みフラグ･ビットは、対応する許可ビット注1
GIEまたはグローバル･イネーブル･ビット

（ ）の状態に関係なく、割り込み条INTCON<7>
件が発生すると設定されます。ユーザー･ソフト

ウェアは、割り込みを有効にする前に、適切な

割り込みフラグビットがクリアされていること

を確認する必要があります。

レジスター ： ： 割り込み制御レジスター（アドレス： または ）2-3 INTCON 0Bh 8Bh
R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0
GIE PEIE T0IE INTE GPIE T0IF INTF GPIF

bit 0bit 7

：記録

読み取り可能ビット 書き込み可能ビット 未実装ビット、「 」として読み取りR = W = U = 0
での値 ｢ ｣ ビットが設定されています ｢ ｣ ビットがクリアされます ビットは不明です-n = POR 1 = 0 = x =

： グローバル割り込みイネーブル（許可）ビットbit 7 GIE
すべてのマスクされていない割り込みを有効にします1 =
すべての割り込みを無効にします0 =
： 周辺割り込みイネーブルビットbit 6 PEIE
マスクされていないすべてのペリフェラル割り込みを有効にします1 =
すべての周辺割り込みを無効にします0 =
： オーバーフロー割り込み許可ビットbit 5 TMR0T0IE

割り込みを有効にします1 = TMR0
割り込みを無効にします0 = TMR0

： 外部割り込み許可ビットbit 4 GP2 / INTINTE
外部割り込みを有効にします1 = GP2/INT
外部割り込みを無効にします0 = GP2/INT

(1)bit 3 GPIE： ポート変更割り込み許可ビット
ポート変更割り込みを有効にします1 = GPIO
ポート変更割り込みを無効にします0 = GPIO

(2)bit 2 TMR0T0IF： オーバーフロー割り込みフラグビット

レジスタがオーバーフローしました（ソフトウェアでクリアする必要があります）1 = TMR0
レジスタはオーバーフローしませんでした0 = TMR0

： 外部割り込みフラグビットbit 1 GP2/INTINTF
外部割り込みが発生しました（ソフトウェアでクリアする必要があります）1 = GP2/INT
外部割り込みは発生しませんでした0 = GP2/INT

： ポート変更割り込みフラグビットbit 0 GPIF
ピンの少なくとも つが状態を変更したとき（ソフトウェアでクリアする必要があります）1 = GP5:GP0 1
ピンはいずれも状態を変更していません0 = GP5:GP0

： 変更時割り込みを有効にするには、 レジスターも有効にする必要があります。注1 IOC
： がロールオーバーすると、 ビットが設定されます。 はリセット時に変更されず、 ビットをクリ2 TIMER0 T0IF TIMER0 T0IF
アする前に初期化する必要があります。
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PIC12F629/675
レジスター2.2.2.4 PIE1

レジスター に示すように、 レジスターには割り込2-4 PIE1
み許可ビットが含まれています。

PEIE注釈： 周辺割り込みを有効にするには、ビット

（ ）を設定する必要があります。INTCON<6>

レジスタ ： ： 周辺割り込み対応レジスター （アドレス： ）2-4 PIE1 1 8Ch
R/W-0 R/W-0 U-0 U-0 R/W-0 U-0 U-0 R/W-0
EEIE ADIE CMIE TMR1IE─ ─ ─ ─

：記録

読み取り可能ビット 書き込み可能ビット 未実装ビット、「 」として読み取りR = W = U = 0
での値 ｢ ｣ ビットが設定されています ｢ ｣ ビットがクリアされます ビットは不明です-n = POR 1 = 0 = x =

： 書き込み完了割り込み許可ビットbit 7 EEEEIE
書き込み完了割り込みを有効にします1 = EE
書き込み完了割り込みを無効にします0 = EE
： コンバーター割り込み許可ビット（ のみ）bit 6 A/D PIC12F675ADIE
コンバーターの割り込みを有効にします1 = A/D
コンバーターの割り込みを無効にします0 = A/D

～ ：「 」として読み取りbit 5 4 未実装 0
： コンパレーター割り込み許可ビットbit 3 CMIE
コンパレーター割り込みを有効にします1 =
コンパレーター割り込みを無効にします0 =

～ ：「 」として読み取りbit 2 1 未実装 0
： オーバーフロー割り込み許可ビットbit 0 TMR1TMR1IE
オーバーフロー割り込みを有効にします1 = TMR1
オーバーフロー割り込みを無効にします0 = TMR1
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PIC12F629/675
レジスター2.2.2.5 PIR1

レジスター に示すように、 レジスターには割り込2-5 PIR1
みフラグ･ビットが含まれています。

： 割り込みフラグ･ビットは、対応する許可ビット注釈

GIEまたはグローバル･イネーブル･ビット

（ ）の状態に関係なく、割り込み条INTCON<7>
件が発生すると設定されます。ユーザー･ソフト

ウェアは、割り込みを有効にする前に、適切な

割り込みフラグ･ビットがクリアされていること

を確認する必要があります。

レジスター ： ： 周辺割り込みレジスター （アドレス： ）2-5 PIR1 1 0Ch
R/W-0 R/W-0 U-0 U-0 R/W-0 U-0 U-0 R/W-0
EEIF ADIF CMIF TMR1IF─ ─ ─ ─

bit 0bit 7

：記録

読み取り可能ビット 書き込み可能ビット 未実装ビット、「 」として読み取りR = W = U = 0
での値 ｢ ｣ ビットが設定されています ｢ ｣ ビットがクリアされます ビットは不明です-n = POR 1 = 0 = x =

： 書き込み操作割り込みフラグ･ビットbit 7 EEPROMEEIF
書き込み操作が完了しました（ソフトウェアでクリアする必要があります）1 =
書き込み操作が完了していないか、開始されていません0 =
： コンバーター割り込みフラグ･ビット（ のみ）bit 6 A/D PIC12F675ADIF
変換が完了しました（ソフトウェアでクリアする必要があります）1 = A/D
変換が完了していません0 = A/D

～ ：「 」として読み取りbit 5 4 0未実装

： コンパレーター割り込みフラグ･ビットbit 3 CMIF
コンパレーター入力が変更されました（ソフトウェアでクリアする必要があります）1 =
コンパレーター入力は変更されていません0 =

～ ：「 」として読み取りbit 2 1 0未実装

： オーバーフロー割り込みフラグ･ビットbit 0 TMR1TMR1IF
レジスターがオーバーフローしました（ソフトウェアでクリアする必要があります）1 = TMR1
レジスターはオーバーフローしませんでした0 = TMR1
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レジスター2.2.2.6 PCON

電源制御（ ）レジスターには、以下を区別するためPCON
のフラグ･ビットが含まれています：

• (POR)パワーオン･リセット

• (BOD)ブラウンアウト検出

ウォッチドッグ･タイマー･リセット（ ）• WDT
外部 リセット• MCLR

レジスター･ビットをレジスター に示します。PCON 2-6

レジスタ ： ：電源制御レジスタ（アドレス： ）2-6 PCON 8Eh
U-0 U-0 U-0 U-0 U-0 U-0 R/W-0 R/W-x

POR BOD─ ─ ─ ─ ─ ─

bit 0bit 7

：記録

読み取り可能ビット 書き込み可能ビット 未実装ビット、「 」として読み取りR = W = U = 0
での値 ｢ ｣ ビットが設定されています ｢ ｣ ビットがクリアされます ビットは不明です-n = POR 1 = 0 = x =

～ ：「 」として読み取りbit 7 2 未実装 0
：パワーオン･リセット･ステータス･ビットbit 1 POR
パワーオン･リセットは発生しませんでした1 =
パワーオン･リセットが発生しました（パワーオン･リセットが発生した後、ソフトウェアで設定する必要があ0 =
ります）

：ブラウンアウト検出ステータス･ビットbit 0 BOD
ブラウンアウト検出は発生していません1 =
電圧低下検出が発生しました（電圧低下検出の発生後にソフトウェアで設定する必要があります）0 =

レジスター2.2.2.7 OSCCAL

発信器のキャリブレーション（校正）レジスター

（ ）は、内部 発信器の校正に使用されまOSCCAL 4 MHz
す。 を達成するために周波数を上下に調整する ビット4 MHz 6
が含まれています。 レジスター･ビットをレジスタOSCCAL
ー に示します。2-7

レジスター ： ： 発信器校正レジスター（アドレス： ）2-7 OSCCAL 90h
R/W-1 R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0 U-0 U-0

─ ─CAL5 CAL4 CAL3 CAL2 CAL1 CAL0
bit 0bit 7

：記録

読み取り可能ビット 書き込み可能ビット 未実装ビット、「 」として読み取りR = W = U = 0
での値 ｢ ｣ ビットが設定されています ｢ ｣ ビットがクリアされます ビットは不明です-n = POR 1 = 0 = x =

～ ： ビット符号付き発振器校正ビットbit 7 2 6CAL5:CAL0
最高周波111111 =
中周波100000 =
最小周波000000 =

～ 未実装：「 」として読み取りbit 1 0 0
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2.3 PCL PCLATHと

プログラム･カウンター（ ）は ビット幅です。下位バPC 13
イトは、読み取りおよび書き込み可能なレジスターである

レジスターから取得されます。上位バイト（ ）PCL PC<12:8>
は直接読み取りまたは書き込み可能ではなく、 からPCLATH
取得されます。リセットすると、 はクリアされます。図PC
は、 のロードの つの状況を示しています。図 の上2-3 PC 2 2-3

PCL PCLATH<4:0> PCH PCの例は、 への書き込み（ → ）で

がどのようにロードされるかを示しています。図 の下の例2-3
は、 または 命令（ → ）中にCALL GOTO PCLATH<4:3> PCH
がどのようにロードされるかを示しています。PC

図 ： さまざまな状況での のロード2-3 PC

GOTO2.3.1 計算された

計算された は、 にオフセットを追加することで実GOTO PC
行されます（ ）。計算された メソッドを使ADDWF PCL GOTO
用してテーブルの読み取りを実行する場合、テーブルの場所

が メモリー境界（各 バイト･ブロック）を超える場合PCL 256
アプリケーションノート「テーブル読みは注意が必要です。

を参照してください。取りの実装」（ ）AN556

スタック2.3.2

ファミリーには、 レベルの深さ× ビッPIC12F629/675 8 13
ト幅のハードウェア･スタックがあります（図 を参照）。2-1
スタック･スペースはプログラムまたはデータ･スペースの一

部ではなく、スタック･ポインターは読み取りまたは書き込み

ができません。 命令が実行されるか、割り込みによってCALL
分岐が発生すると、 はスタックにプッシュされます。スタPC
ックは、 、 、または 命令の実行時にRETURN RETLW RETFIE

されます。 は、 または 操作の影響をPOP PCLATH PUSH POP
受けません。

スタックは循環バッファーとして動作します。これは、ス

タックが 回 （プッシュ）された後、 回目のプッシュ8 PUSH 9
で最初のプッシュから保存された値が上書きされることを意

味します。 回目のプッシュで 回目のプッシュが上書きさ10 2
れます（以下同様）。

： スタック･オーバーフローまたはスタック･アン注1
ダーフローの状態を示すステータス･ビットはあ

りません

： または と呼ばれる命令ニーモニック2 PUSH POP /
はありません。これらは、 、 、CALL RETURN

、 命令の実行、または割り込みRETLW RETFIE
アドレスへのベクタリングから発生するアクシ

ョンです。
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間接アドレス指定、 および レジスター2.4 INDF FSR

INDF INDFレジスターは物理レジスターではありません。

レジスターをアドレス指定すると、間接アドレス指定が発生

します。間接アドレス指定は、 レジスターを使用して可INDF
能です。 レジスタを使用する命令は、実際にはファイルINDF
選択レジスター（ ）が指すデータにアクセスします。FSR
INDF 00h INDF自体を間接的に読み取ると、 が生成されます。

レジスターに間接的に書き込むと、操作は行われません（ス

テータス･ビットが影響を受ける場合があります）。図 に2-2
示 す よ う に 、 ビ ッ ト レ ジ ス タ ー と ビ ッ ト8 FSR IRP
（ ）を連結することにより、有効な ビット･アSTATUS<7> 9
ドレスが取得されます。

例 に、間接アドレッシングを使用して ロケーショ2-1 RAM
ン ～ をクリアする簡単なプログラムを示します。20h 2Fh

例 ：間接アドレス指定2-1
MOVLW 0x20 ;initialize pointer
MOVWF FSR ;to RAM

NEXT CLRF INDF ;clear INDF register
INCF FSR ;inc pointer
BTFSS FSR,4 ;all done?
GOTO NEXT ;no clear next

CONTINUE ;yes continue

2-2 / PIC12F629/675図 ： 直接 間接アドレッシング

メモリー･マップの詳細については、図 を参照してください。2-2
： ビットと ビットは予約されています。これらのビットは常にクリアに保ってください。注1 RP1 IRP
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ポート3.0 GPIO

最大 個の汎用 ピンが利用可能です。有効になっている6 I/O
周辺機器によっては、一部またはすべてのピンが汎用 としI/O
て使用できない場合があります。一般に、周辺が有効な場

合、関連するピンは汎用 ピンとして使用できません。I/O

と レジスター3.1 GPIO TRISIO

は ビット幅の双方向ポートです。対応するデータ方GPIO 6
向レジスターは です。 ビット（ ）を設定すTRISIO TRISIO =1
ると、対応する ピンが入力になります（つまり、対応すGPIO
る出力ドライバーが高インピーダンス･モードになります）。

ビット（ ）をクリアすると、対応する ピンがTRISIO = GPIO0
出力になります（つまり、選択されたピンに出力ラッチの内

容が配置されます）。例外は です。これは入力専用であGP3
り、その ビットは常に「 」として読み取られます。TRISIO 1
例 は、 を初期化する方法を示しています。3-1 GPIO

レジスターを読み取るとピンのステータスが読み取らGPIO
れますが、書き込むと ラッチに書き込まれます。すべPORT

- - -ての書き込み操作は、リード モデファイ ライト（読み取り

変更 書き込み）操作です。したがって、ポートへの書き込み-
は、ポート･ピンが読み取られ、この値が変更されてから

データ･ラッチに書き込まれることを意味します。PORT
の場合、 は「 」を読み取ります。MCLREN = GP31 0

レジスターは、アナログ入力として使用されているTRISIO
場合でも、 ピンの方向を制御します。ユーザーは、アナロGP
グ入力として使用する場合、 レジスターのビットが設TRISIO
定された状態に維持されるようにする必要があります。アナ

ログ入力として設定された ピンは常に「 」を読み取りまI/O 0
す。

： ポートに関する追加情報は、 ミッドレン注釈 I/O PIC®
ジリファレンスマニュアル（ ）に記載DS33023
されています。

： （ ）および （ ）レジスタ注釈 ANSEL 9Fh CMCON 19h
ー（ ）は、アナログ･チャネルをデジタル入9Fh
力として設定するために初期化する必要がありま

す。アナログ入力として設定されたピンは「 」0
になります。 レジスターは 用ANSEL PIC12F675
に定義されています。

例 ： の初期化3-1 GPIO

追加のピン機能3.2

のすべての ピンには変更時割り込みPIC12F629/675 GPIO
オプションがあり、 を除くすべての ピンには弱いプGP3 GPIO
ルアップ･オプションがあります。次の つのセクションで2
は、これらの機能について説明します。

弱いプルアップ3.2.1

を除く各 ピンには、個別に設定可能な弱い内部プGP3 GPIO
ルアップがあります。制御ビット は、各プルアップをWPUx
有効または無効にします。レジスター を参照してくださ3-3
い。ポート･ピンが出力として設定されると、各弱いプルアッ

プは自動的にオフになります。プルアップは、 ビットGPPU
（ ）によるパワーオン･リセットで無効になりまOPTION<7>
す。

BCF STATUS,RP0 ;Bank 0
CLRF GPIO ;Init GPIO
MOVLW 07h ;Set GP<2:0> to
MOVWF CMCON ;digital IO
BSF STATUS,RP0 ;Bank 1
CLRF ANSEL ;Digital I/O
MOVLW 0Ch ;Set GP<3:2> as inputs
MOVWF TRISIO ;and set GP<5:4,1:0>

;as outputs

レジスター ： ： レジスター（アドレス： ）3-1 GPIO GPIO 05h
U-0 U-0 R/W-x R/W-x R/W-x R/W-x R/W-x R/W-x

GPIO5 GPIO4 GPIO3 GPIO2 GPIO1 GPIO0─ ─

bit 0bit 7

：記録

読み取り可能ビット 書き込み可能ビット 未実装ビット、「 」として読み取りR = W = U = 0
での値 ｢ ｣ ビットが設定されています ｢ ｣ ビットがクリアされます ビットは不明です-n = POR 1 = 0 = x =

～ ：「 」として読み取りbit 7 6 未実装 0
～ ： 汎用 ピンbit 5 0 I/OGPIO<5:0>

IH1 = Vポートピン ＞

IL0 = Vポートピン ＜
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レジスター ： ： ステート･レジスター（アドレス： ）3-2 TRISIO GPIO 3- 85h

U-0 U-0 R/W-1 R/W-1 R-1 R/W-1 R/W-1 R/W-1
TRISIO5 TRISIO4 TRISIO3 TRISIO2 TRISIO1 TRISIO0─ ─

bit 0bit 7

：記録

読み取り可能ビット 書き込み可能ビット 未実装ビット、「 」として読み取りR = W = U = 0
での値 ｢ ｣ ビットが設定されています ｢ ｣ ビットがクリアされます ビットは不明です-n = POR 1 = 0 = x =

～ ：「 」として読み取りbit 7 6 未実装 0
～ ： 汎用 ステート制御ビットbit 5 0 I/O 3-TRISIO<5:0>

入力として構成された ピン（ ステート）1 = GPIO 3-
出力として構成された ピン0 = GPIO

： は常に「 」を読み取ります。注釈 TRISIO<3> 1

レジスター ： ： 弱いプルアップ･レジスター（アドレス： ）3-3 WPU 95h
U-0 U-0 R/W-1 R/W-1 U-0 R/W-1 R/W-1 R/W-1

WPU5 WPU4 WPU2 WPU1 WPU0─ ─ ─

bit 0bit 7

：記録

読み取り可能ビット 書き込み可能ビット 未実装ビット、「 」として読み取りR = W = U = 0
での値 ｢ ｣ ビットが設定されています ｢ ｣ ビットがクリアされます ビットは不明です-n = POR 1 = 0 = x =

～ ：「 」として読み取りbit 7 6 未実装 0
～ ： 弱いプルアップ･レジスター･ビットbit 5 4 WPU<5:4>

プルアップ有効1 =
プルアップ無効0 =
：「 」として読み取りbit 3 未実装 0

～ ： 弱いプルアップ･レジスター･ビットbit 2 0 WPU<2:0>
プルアップ有効1 =
プルアップ無効0 =

： 個々のプルアップを有効にするには、グローバル を有効にする必要があります。注1 GPPU
： ピンが出力モードの場合（ ）、弱いプルアップ･デバイスは自動的に無効になります。2 TRISIO = 0
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変更時の割り込み3.2.2

各 ピンは、変更時割り込みピンとして個別に構成可能GPIO
です。制御ビット は、各ピンの割り込み機能を有効またIOC
は無効にします。レジスター を参照してください。変更時3-4
割り込みは、パワーオン･リセットでは無効になります。

有効な変更時割り込みピンの場合、値は の最後の読みGPIO
取りでラッチされた古い値と比較されます。最後の読み取り

の「不一致」出力は、 レジスタの ポート変更割りINTCON GP
込みフラグ･ビット（ ）を設定するために で結合されGPIF OR
ます。

この割り込みにより、デバイスをスリープから復帰させる

ことができます。割り込みサービス･ルーチンのユーザーは、

次の方法で割り込みをクリアできます。

の読み取りまたは書き込み。これにより、不一致状a) GPIO
態が終了します。

フラグ･ビット をクリアします。b) GPIF

不一致条件は、フラグ･ビット を設定し続けます。GPIF
を読み取ると、不一致状態が終了し、フラグ･ビットGPIO
がクリアされます。GPIF

注釈： 読み取り操作の実行中に（ ピンの変更が発生I/O
した場合（ サイクルの開始 ）、 割り込みQ2 ) GPIF
フラグが設定されないことがあります。

レジスター ： ： 変更時割り込み レジスター（アドレス： ）3-4 IOC GPIO 96h
U-0 U-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0

IOC5 IOC4 IOC3 IOC2 IOC1 IOC0─ ─

bit 0bit 7

：記録

読み取り可能ビット 書き込み可能ビット 未実装ビット、「 」として読み取りR = W = U = 0
での値 ｢ ｣ ビットが設定されています ｢ ｣ ビットがクリアされます ビットは不明です-n = POR 1 = 0 = x =

～ ：「 」として読み取りbit 7 6 未実装 0
～ ： 変更時割り込み 制御ビットbit 5 0 GPIOIOC<5:0>

変更時割り込み有効1 =
変更時割り込み無効0 =

： 個々の割り込みを認識するには、グローバル割り込みイネーブル（ ）を有効にする必要があります。注釈 GIE
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ピンの説明と図3.3

各 ピンは他の機能と多重化されています。ここでは、GPIO
ピンとそれらの機能を簡単に説明します。コンパレーターや

などの個々の機能に関する特定の情報については、このA/D
データシートの該当するセクションを参照してください。

3.3.1 GP0/AN0/CIN+

図 に、このピンの図を示します。 ピンは、次のいず3-1 GP0
れかとして機能するように構成可能です：

• I/O汎用

のアナログ入力（ のみ）• A/D PIC12F675
コンパレーターへのアナログ入力•

3.3.2 GP1/AN1/CIN-/VREF

図 に、このピンの図を示します。 ピンは、次のいず3-1 GP1
れかとして機能するように構成可能です：

汎用 として• I/O
のアナログ入力（ のみ）• A/D PIC12F675

コンパレーターへのアナログ入力•
用の電圧リファレンス（参照）入力（ の• A/D PIC12F675

み）

図 ： と ピンのブロック図3-1 GP0 GP1
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3.3.3 GP2/AN2/T0CKI/INT/COUT

図 は、このピンの図を示しています。 ピンは、次の3-2 GP2
いずれかとして機能するように構成可能です：

• I/O汎用

のアナログ入力（ のみ）• A/D PIC12F675
のクロック入力• TMR0

外部エッジ･トリガー割り込み•
コンパレーターからのデジタル出力•

図 ： のブロック図3-2 GP2

3.3.4 GP3/MCLR/VPP

図 に、このピンの図を示します。 ピンは、次のいず3-3 GP3
れかとして機能するように構成可能です：

汎用入力•
マスター･クリア･リセットとして•

図 ： のブロック図3-3 GP3
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3.3.5 GP4/AN3/T1G/OSC2/CLKOUT

図 は、このピンの図を示しています。 ピンは、次の3-4 GP4
いずれかとして機能するように構成可能です：

• I/O汎用

のアナログ入力（ のみ）• A/D PIC12F675
ゲート入力• TMR1

水晶共振器接続• /
クロック出力•

図 ： のブロック図3-4 GP4

： モードは、 、 、 、 、およ注1 CLK XT HS LP LPTMR1
び 許可です。CLKOUT

： オプション付き。2 CLKOUT

3.3.6 GP5/T1CKI/OSC1/CLKIN

図 は、このピンの図を示しています。 ピンは、次の3-5 GP5
いずれかとして機能するように構成可能です：

• I/O汎用

クロック入力• TMR1
水晶共振器接続• /
クロック入力•

図 ： のブロック図3-5 GP5

： オシレーターが有効注1 Timer1LP
： オシレーターで を使用する場合、シュ2 LP Timer1
ミットトリガーはバイパスされます。
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表 ： に関連するレジスターの概要3-2 GPIO
アドレス 名前 、 他のすべてのBit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0 POR BOD

の値 リセットの値

--xx xxxx --uu uuuu05h GPIO GP5 GP4 GP3 GP2 GP1 GP0─ ─

0000 0000 0000 000u0Bh/8Bh INTCON GIE PEIE T0IE INTE GPIE T0IF INTF GPIF
-0-0 0000 -0-0 000019h CMCON COUT CINV CIS CM2 CM1 CM0─ ─

1111 1111 1111 111181h OPTION_R GPPU INTEDG T0CS T0SE PSA PS2 PS1 PS0
EG

--11 1111 --11 111185h TRISIO TRISIO5 TRISIO4 TRISIO3 TRISIO2 TRISIO1 TRISIO0─ ─

--11 -111 --11 -11195h WPU WPU5 WPU4 WPU2 WPU1 WPU0─ ─ ─

--00 0000 --00 000096h IOC IOC5 IOC4 IOC3 IOC2 IOC1 IOC0─ ─

-000 1111 -000 11119Fh ANSEL ADCS2 ADCS1 ADCS0 ANS3 ANS2 ANS1 ANS0─

： 不明。 変更なし。─ 未実装の場所は「 」として読み取られます。網掛け部分は では使用されません。記録 x = u = = GPIO0
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注釈：
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タイマー モジュール4.0 0

タイマー モジュールのタイマー カウンターには、次の機0 /
能があります：

ビット･タイマーカウンター• 8 /
読み取り可能および書き込み可能•
ビット･ソフトウェア･プログラム可能なプリスケーラー• 8
内部または外部クロック選択•
から へのオーバーフローで割り込み• FFh 00h

外部クロックのエッジ選択•

図 は、タイマー モジュールと と共有されるプリス4-1 0 WDT
ケーラーのブロック図です。

タイマー の動作4.1 0

ビット（ ）をクリアすると、タイT0CS OPTION_REG<5>
Timer 0マー･モードが選択されます。 モードでは、タイマー

モジュールは命令サイクルごとにインクリメントします（プ

リスケーラーなし）。 が書き込まれると、次の 命令サTMR0 2
イクルの間、インクリメントが禁止されます。ユーザーは、

調整された値を レジスターに書き込むことにより、こTMR0
の問題を回避できます。

： モジュールに関する追加情報は、 ミッ注釈 Timer0 PIC®
ド･レンジ･リファレンス･マニュアル

（ ）に記載されています。DS33023

ビット（ ）を設定すると、カウンT0CS OPTION_REG<5>
ター･モードが選択されます。このモードでは、タイマー モ0
ジュールはピン の立ち上がりエッジまたは立ち下GP2/T0CKI
がりエッジごとにインクリメントします。増分エッジは、ソ

ース･エッジ（ ）制御ビット（ ）によT0SE OPTION_REG<4>
って決定されます。 ビットをクリアすると、立ち上がりT0SE
エッジが選択されます。

タイマー 割り込み4.2 0

レジスターのタイマーカウンターが から にオTMR0 / FFh 00h
ーバーフローすると、タイマー 割り込みが生成されます。0
このオーバーフローは ビットを設定します。 ビットT0IF T0IE
（ ）をクリアすると、割り込みをマスクできまINTCON<5>
す。 ビット（ ）は、この割り込みを再度有T0IF INTCON<2>
効にする前に、タイマー モジュール割り込みサービス･ルー0
チンによってソフトウェアでクリアする必要があります。タ

0イマーはスリープ中にシャットオフされるため、タイマー

割り込みはプロセッサーをスリープから復帰させることはで

きません。

： カウンター･モードには、特定の外部クロック要注釈

件があります。これらの要件に関する追加情報

は、 ミッド･レンジ･リファレンス･マニュアPIC®
ル（ ）に記載されています。DS33023

図 ： プリスケーラーのブロック図4-1 TIMER0/WDT

： 、 、 、 は レジスターのビットです。注1 T0SE T0CS PSA PS0-PS2 OPTION
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外部クロックでタイマー を使用する4.3 0

プリスケーラーを使用しない場合、外部クロック入力はプ

リスケーラー出力と同じです。 の内部位相クロックとT0CKI
の同期は、内部位相クロックの および サイクルでプリQ2 Q4
スケーラー出力をサンプリングすることにより実現されま

T0CKI 2 T 20 nsす。したがって、 は少なくとも （およびOSC

の小さな 遅延）の間は高く、少なくとも （およびRC 2 TOSC

の小さな 遅延）の間は低くする必要があります。20 ns RC

目的のデバイスの電気的仕様を参照してください。

： （ ）および （ ）レジスター注釈 ANSEL 9Fh CMCON 19h
を初期化して、アナログ･チャネルをデジタル入力

として構成する必要があります。アナログ入力と

ANSELして設定されたピンは「 」になります。0
レジスターは 用に定義されています。PIC12F675

レジスター ： ： オプション･レジスター（アドレス： ）4-1 OPTION_REG 81h
R/W-1 R/W-1 R/W-1 R/W-1 R/W-1 R/W-1 R/W-1 R/W-1
GPPU INTEDG T0CS T0SE PSA PS2 PS1 PS0

bit 0bit 7

：記録

読み取り可能ビット 書き込み可能ビット 未実装ビット、「 」として読み取りR = W = U = 0
での値 ｢ ｣ ビットが設定されています ｢ ｣ ビットがクリアされます ビットは不明です-n = POR 1 = 0 = x =

： プルアップ有効ビットbit 7 GPIOGPPU
プルアップは無効です1 = GPIO
プルアップは、個々の ラッチ値によって有効になります0 = GPIO PORT
： 割り込みエッジ選択ビットbit 6 INTEDG

ピンの立ち上がりエッジで割り込み1 = GP2/INT
ピンの立ち下がりエッジで割り込み0 = GP2/INT

： クロックソース選択ビットbit 5 TMR0T0CS
ピンの遷移1 = GP2/T0CK

内部命令サイクル･クロック（ ）0 = CLKOUT
： ソース･エッジ選択ビットbit 4 TMR0T0SE

ピンの から への遷移で増分1 = GP2/T0CKI High Low
ピンの から への遷移で増分0 = GP2/T0CKI Low High

： プリスケーラー割り当てビットbit 3 PSA
プリスケーラーは に割り当てられます1 = WDT
プリスケーラーは モジュールに割り当てられます0 = TIMER0

～ ： プリスケーラ･レート選択ビットbit 2 0 PS2:PS0

値 レート レートBit TMR0 WDT
1 : 2 1 : 1000
1 : 4 1 : 2001
1 : 8 1 : 4010
1 : 16 1 : 8011
1 : 32 1 : 16100
1 : 64 1 : 32101
1 : 128 1 : 64110
1 : 256 1 : 128111
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プリスケーラー4.4

ビット･カウンターは、タイマー モジュールのプリスケ8 0
ーラーとして、またはウォッチドッグ･タイマーのポストスケ

ーラーとして使用できます。簡単にするために、このカウン

ターはこのデータシート全体で「プリスケーラー」と呼ばれ

ます。プリスケーラーの割り当ては、ソフトウェアで制御ビ

PSA OPTION_REG<3> PSAット （ ）によって制御されます。

ビットをクリアすると、プリスケーラーがタイマー に割り0
当てられます。プリスケール値は、 ビットPS2:PS0
（ ）で選択できます。OPTION_REG<2:0>

プリスケーラーは読み取りまたは書き込みができません。

タイマー モジュールに割り当てられると、 レジスター0 TMR0
（ 、 、 、…など）に書き込むすべCLRF 1 MOVWF 1 BSF 1 x、
ての命令がプリスケーラーをクリアします。 に割り当てWDT
られると、 命令はウォッチドッグ･タイマーとともにCLRWDT
プリスケーラーをクリアします。

スイッチング･プリスケーラーの割り当て4.4.1

プリスケーラーの割り当ては完全にソフトウェアの制御下

にあります（つまり、プログラムの実行中に「オン･ザ･フラ

イ」で変更できます）。意図しないデバイス･リセットを回避

0 WDTするには、プリスケーラーの割り当てをタイマー から

に変更するときに、次の命令シーケンス（例 ）を実行する4-1
必要があります。

例 ： プリスケーラーの変更（ → ）4-1 TIMER0 WDT

プリスケーラーを から モジュールに変更するにWDT TMR0
は、例 に示すシーケンスを使用します。 が無効にな4-2 WDT
っていても、この予防措置を講じる必要があります。

例 ： プリスケーラーの変更（ → ）4-2 WDT TIMER0

BCF STATUS,RP0 ;Bank 0
CLRWDT ;Clear WDT
CLRF TMR0 ;Clear TMR0 and

; prescaler
BSF STATUS,RP0 ;Bank 1

MOVLW b'00101111' ;Required if desired
MOVWF OPTION_REG ; PS2:PS0 is
CLRWDT ; 000 or 001

CLRWDT ;Clear WDT and
; postscaler

BSF STATUS,RP0 ;Bank 1
MOVLW b'xxxx0xxx' ;Select TMR0,

; prescale, and
; clock source

MOVWF OPTION_REG ;
BCF STATUS,RP0 ;Bank 0

表 ： に関連するレジスター4-1 TIMER0
アドレス 名前 、 他のすべてのBit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0 POR BOD

の値 リセットの値

xxxx xxxx uuuu uuuu01h TMR0 0タイマー モジュール･レジスタ

0000 0000 0000 000u0Bh/8Bh INTCON GIE PEIE T0IE INTE GPIE T0IF INTF GPIF
1111 1111 1111 111181h OPTION_ GPPU INTEDG T0CS T0SE PSA PS2 PS1 PS0

REG
--11 1111 --11 111185h TRISIO TRISIO5 TRISIO4 TRISIO3 TRISIO2 TRISIO1 TRISIO0─ ─

： ─ 未実装の場所、「 」として読み取り。 変更なし。 不明。記録 = u = x =0
網掛け部分はタイマー モジュールでは使用されません。0
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ゲート制御付きタイマー モジュール5.0 1

デバイスには ビット･タイマーがあります。PIC12F629/5 16
図 に、タイマー モジュールの基本ブロック図を示しま5-1 1
す。タイマー には次の機能があります：1

ビット･タイマーカウンター（ ）• 16 / TMR1H:TMR1L
読み取り可能および書き込み可能•
内部または外部クロックの選択•
同期または非同期操作•

から へのオーバーフローで割り込み• FFFFh 0000h
オーバーフロー時のウェイクアップ（非同期モード）•
オプションの外部許可入力（ ）• T1G
オプションの 発振器• LP

レジスター に示すタイマー 制御レジスター（ ）5.1 1 T1CON
は、タイマー の有効化無効化、およびタイマー モジュール1 / 1
のさまざまな機能の選択に使用されます。

： タイマー･モジュールの詳細については、 ミ注釈 PIC®
ッドレンジ･リファレンス･マニュアル

（ ）をご覧ください。DS33023

図 ： タイマー ブロック図5-1 1
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タイマー の動作モード5.1 1

タイマー は、次の つのモードのいずれかで動作できま1 3
す：

プリスケーラー付き ビット･タイマー• 16
ビット同期カウンター• 16
ビット非同期カウンター• 16

タイマー･モードでは、タイマー は命令サイクルごとにイ1
ンクリメントされます。カウンター･モードでは、外部クロッ

ク入力 の立ち上がりエッジでタイマー がインクリメT1CKI 1
ントされます。さらに、カウンター･モード･クロックは、マ

イクロコントローラーのシステム･クロックに同期するか、非

同期で実行できます。

カウンターおよびタイマーモジュールでは、カウンタータ/
イマー･クロックを 入力でゲートできます。T1G
外部クロック発信器が必要な場合（およびマイクロコント

ローラーが なしの を使用している場合）、タCLKOS INTOSC
イマー は 発信器をクロック･ソースとして使用できます。1 LP

注釈： カウンター･モードでは、最初の増分立ち上がりエ

ッジの前に、立ち下がりエッジをカウンターで登

録する必要があります。

タイマー 割り込み5.2 1

タイマー レジスター･ペア（ ）は に1 TMR1H:TMR1L FFFFh
インクリメントし、 にロールオーバーします。タイマ0000h
ー がロールオーバーすると、タイマー 割り込みフラグ･ビ1 1
ット（ ）が設定されます。ロールオーバーで割り込PIR1<0>
みを有効にするには、次のビットを設定する必要がありま

す。

タイマー 割り込み許可ビット（ ）• 1 PIE1<0>
ビット（ ）• PEIE INTCON<6>

• GIE (INTCON<7>)ビット

割り込みは、割り込みサービス･ルーチンの をクリTMR1IF
アすることでクリアされます。

タイマー プリスケーラー5.3 1

タイマー には つのプリスケーラー･オプションがあり、1 4
クロック入力を 、 、 、または 分周できます。 ビ1 2 4 8 T1CKPS
ット（ ）はプリスケール･カウンターを制御しまT1CON<5:4>
す。プリスケール･カウンターは、直接読み取りまたは書き込

みできません。ただし、 または への書き込みTMR1H TMR1L
時にプリスケーラー･カウンターはクリアされます。

： レジスター･ペアと ビット注釈 TMR1H:TTMR1L TMR1IF
は、割り込みを有効にする前にクリアする必要が

あります。

図 ： タイマー インクリメントするエッジ5-2 1

： 矢印はカウンターの増分を示します。注1
： カウンター･モードでは、クロックの最初の増分立ち上がりエッジの前に、立ち下がりエッジをカウンターで登録す2
る必要があります。
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レジスター ： ： コントロール･レジスター（アドレス： ）5-1 T1CON TIMER1 10h

0 R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0U-
TMR1GE T1CKPS1 T1CKPS0 T1OSCEN T1SYNC TMR1CS TMR1ON─

bit 0bit 7

：記録

読み取り可能ビット 書き込み可能ビット 未実装ビット、「 」として読み取りR = W = U = 0
での値 ｢ ｣ ビットが設定されています ｢ ｣ ビットがクリアされます ビットは不明です-n = POR 1 = 0 = x =

：「 」として読み取りbit 7 未実装 0
： タイマー ゲート許可ビットbit 6 1TMR1GE
の場合：TMR1ON = 0

このビットは無視されます

の場合：TMR1ON = 1
ピンが の場合、タイマー はオン1 = T1G Low 1

タイマー はオンです0 = 1
～ ： タイマー 入力クロック･プリスケール選択ビットbit 5 4 1T1CKPS1:T1CKPS0

プリスケール値11 = 1:8
プリスケール値10 = 1:4
プリスケール値01 = 1:2
プリスケール値00 = 1:1
： 発信器許可制御ビットbit 3 LPT1OSCEN
オシレータなしの がアクティブな場合：CLKOUT INTOSC
発振器はタイマー クロックに対して有効1 = LP1 1
発信器はオフ0 = LP

その他：

このビットは無視されます

： タイマー 外部クロック入力同期制御ビットbit 2 1T1SYNC
：TMR1CS = 1

外部クロック入力を同期しない1 =
外部クロック入力を同期する0 =

：TMR1CS = 0
このビットは無視されます。タイマー は内部クロックを使用します。1

： タイマー クロック･ソース選択ビットbit 1 1TMR1CS
ピンからの外部クロック（立ち上がりエッジ）1 = T1OSO/T1CKI

内部クロック（ ）0 = F /4OSC

タイマー オン･ビットbit 0 : 1TMR1ON
タイマー を有効にします1 = 1
タイマー を停止します0 = 1
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タイマー の動作5.4 1

T1SYNC非 同 期 カ ウ ン タ ー ･ モ ー ド 制 御 ビ ッ ト

（ ）が設定されている場合、外部クロック入力はT1CON<2>
同期されません。タイマーは、内部位相クロックと非同期で

増加し続けます。タイマーはスリープ中も実行を継続し、オ

ーバーフロー時に割り込みを生成し、プロセッサーをウェイ

クアップします。ただし、タイマーの読み取り書き込みには/
セクション 「非ソフトウェアの特別な注意が必要です（ 5.4.1

同期カウンター･モードでの の読み取りと書き込タイマー1
）。み」

非同期カウンターモードでのタイマー の読み取り5.4.1 1
と書き込み

または を読み取ると、タイマーが外部非同TMR1H TMR1L
期クロックから実行されている間、有効な読み取りが保証さ

れます（ハードウェアで処理されます）。ただし、ユーザー

は つの ビット値で ビットタイマーを読み取ること自体が2 8 16
特定の問題を引き起こすことに留意する必要があります。

書き込みの場合、ユーザーは単にタイマーを停止し、必要

な値を書き込むことをお勧めします。レジスタがインクリメ

ントしている間に、タイマー･レジスターへの書き込みによっ

て書き込み競合が発生する場合があります。これにより、タ

イマー･レジスターに予測不能な値が生成される場合がありま

す。

ビット値の読み取りには注意が必要です。 ミッドレ16 PICR
ンジ ファミリー･リファレンス･マニュアル（ ）MCU DS33023

12-2 12-3 1の例 および は、非同期モードで実行中のタイマー

の読み取りおよび書き込み方法を示しています。

： （ ）および （ ）レジスター注釈 ANSEL 9Fh CMCON 19h
を初期化して、アナログ･チャネルをデジタル入力

として構成する必要があります。アナログ入力と

して設定されたピンは「 」になります。 レ0 ANSEL
ジスターは 用に定義されています。PIC12F675

タイマー 発信器5.5 1

水晶発振回路は、ピン （入力）と （アンプ出OSC1 OSC2
T1OSCEN力）の間に組み込まれています。制御ビット

（ ）を設定することで有効になります。発振器T1CON<3>
は、最大 の低電力発振器です。スリープ中も実行を37 kHz
継続します。これは、主に 水晶を対象としています。32 kHz
表 に、タイマー 発信器のコンデンサーの選択を示しま9-2 1
す。

タイマー 発信器は、システム 発信器と共有されます。1 LP
したがって、タイマー は、システム･クロックが内部発振器1
から派生した場合にのみ、このモードを使用できます。シス

テム 発信器と同様に、ユーザーはソフトウェアの時間遅延LP
を提供して、発信器の適切な起動を保証する必要がありま

す。

TRISIO4 TRISIO5 GP4有効にすると、 と が設定されます。

と は「 」を読み取り、 と は「 」を読GP5 TRISIO4 TRISIO50 1
み取ります。

スリープ中のタイマー の動作5.6 1

タイマー は、非同期カウンター･モードでセットアップさ1
れている場合にのみスリープ中に動作できます。このモード

では、外部クリスタルまたはクロック･ソースを使用してカウ

ンターをインクリメントできます。タイマーを設定してデバ

イスをウェイクアップするには：

タイマー はオンでなければなりません（ ）• 1 T1CON<0>
ビット（ ）を設定する必要があります• TMR1IE PIE1<0>

ビット（ ）を設定する必要があります• PEIE INTCON<6>

デバイスはオーバーフロー時にウェイクアップ（蘇り）し

ます。 ビット（ ）がセットされている場合、GIE INTCON<7>
デバイスはウェイクアップし、オーバーフロー時に割り込み

サービス･ルーチンにジャンプします。

注釈： 発振器を使用するには、起動と安定化時間が必要

です。したがって、 を設定し、 をT1OSCEN Timer1
有効にする前に適切な遅延を観察する必要があり

ます。

表 ： タイマー カウンターとしてタイマー に関連付けられたレジスター5-1 / 1
アドレス 名前 、 他のすべてBit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0 POR BOD

の値 のリセットの値

0000 0000 0000 000u0Bh/8Bh INTCON GIE PEIE T0IE INTE GPIE T0IF INTF GPIF
xxxx xxxx uuuu uuuu0Ch PIR1 EEIF ADIF CMIF TMR1IF─ ─ ─ ─

xxxx xxxx uuuu uuuu0Eh TMR1L 16 TMR1ビット レジスタの最下位バイトの保持レジスタ

xxxx xxxx uuuu uuuu0Fh TMR1H 16 TMR1ビット レジスタの最上位バイトの保持レジスタ

xxxx xxxx uuuu uuuu10h T1CON TMR1GE T1CKPS1 T1CKPS0 T1OSCE T1SYNC TMR1CS TMR1ON─

N
xxxx xxxx uuuu uuuu8Ch PIE1 EEIE ADIE CMIE TMR1IE─ ─ ─ ─

： 不明。 変更なし。─ 未実装、「 」として読み取られます。網掛け部分はタイマー モジュールでは使用されま記録 x = u = = 0 1
せん。
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コンパレーター･モジュール6.0

デバイスには、 つのアナログ･コンパレーPIC12F629/675 1
GP0ター（比較器）があります。コンパレーターへの入力は

および ピンで多重化されます。コンパレーターの入力にGP1
も適用できるコンパレーター電圧リファレンス（参照）が内

蔵されています。さらに、 はコンパレーター出力としてGP2
構成できます。

レジスター に示すコンパレーター制御レジスター6-1
（ ）には、コンパレーターを制御するビットが含まCMCON
れています。

レジスター ： ： コンパレーター制御レジスター（アドレス： ）6-1 CMCON 19h
U-0 R-0 U-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0

COUT CINV CIS CM2 CM1 CM0─ ─

bit 0bit 7

：記録

読み取り可能ビット 書き込み可能ビット 未実装ビット、「 」として読み取りR = W = U = 0
での値 ｢ ｣ ビットが設定されています ｢ ｣ ビットがクリアされます ビットは不明です-n = POR 1 = 0 = x =

：「 」として読み取りbit 7 未実装 0
： コンパレーター出力ビットbit 6 COUT
＝ のとき：CINV 0

= V + V -1 IN IN＞

IN IN0 = V + V＜

＝ のとき：CINV 1
= V + V -1 IN IN＜

IN IN0 = V + V＞

：「 」として読み取りbit 5 未実装 0
： コンパレーター出力反転ビットbit 4 CINV
出力反転1 =
出力非反転0 =
： コンパレーター入力スイッチビットbit 3 CIS

または のとき：CM2:CM0 = 110 101
が に接続1 = V - C +IN IN

が に接続0 = V - C -IN IN

～ ： コンパレーター･モード･ビットbit 2 0 CM2:CM0
図 に、コンパレーター･モードと ビットの設定を示します6-2 CM2:CM0
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コンパレーターの動作6.1

図 に、１つのコンパレーターと、アナログ入力レベルと6-1
デジタル出力の関係を示します。 のアナログ入力がアナV +IN

ログ入力 よりも小さい場合、コンパレーターの出力はデV -IN

ジタル レベルです。 のアナログ入力がアナログ入力Low V +IN

よりも大きい場合、コンパレーターの出力はデジタルのV -IN

レベルになります。図 のコンパレーターの出力の網掛High 6-1
け部分は、入力オフセットと応答時間による不確実性を表し

ています。

コ ン パ レ ー タ ー 出 力 の 極 性 は 、 ビ ッ トCINV
（ ）をセットすることにより反転できます。CMCON<4>

をクリアすると、非反転出力になります。出力状態と入CINV
力条件および極性ビットを示す完全な表を表 に示します。6-1

： および ピンをアナログ入力として使用す注釈 C + C -IN IN

るには、 （ ）レジスターで適切なビッCMCON 19h
トをプログラムする必要があります。

表 ： 出力状態 対 入力条件6-1
CINV COUT入力状態

0 0V - V +IN IN＞

0 1V - V +IN IN＜

1 1V - V +IN IN＞

1 0V - V +IN IN＜

図 ： シングル･コンパレーター6-1

： ビット（ ）はクリアされてい注釈 CINV CMCON<4>
ます。
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コンパレーター設定6.2

コンパレーターには つの動作モードがあります。モード8
を選択するには、レジスター に示す レジスターを6-1 CMCON
使用します。図 は、 つの可能なモードを示しています。6-2 8

レジスターは、各モードのコンパレーター･ピンのデTRISIO
ータ方向を制御します。コンパレーター･モードが変更された

場合、指定された期間、コンパレーター出力レベルが無効に

なる場合があります。 の仕様セクション 「電気的仕様」12.0
を参照してください。

： コンパレーター･モードの変更中は、コンパレータ注釈

ー割り込みを無効にする必要があります。そうし

ないと、誤った割り込みが発生する可能性があり

ます。

図 ： コンパレーター の動作モード6-2 I/O

アナログ入力。ポートは常に「 」を読み取りますA = 0
デジタル入力D =
コンパレーター入力スイッチ（ ）CIS = CMCON<3>
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アナログ入力接続の考慮事項6.3

アナログ入力の簡略化された回路を図 に示します。アナ6-3
DD SSログ･ピンはデジタル出力に接続されているため、 とV V

に逆バイアスされたダイオードがあります。したがって、ア

ナログ入力は と の間になければなりません。入力電圧V VSS DD

がこの範囲からいずれかの方向に 以上ずれると、ダイオ0.6V
ードの つが順方向にバイアスされ、ラッチアップが発生す1
る可能性があります。アナログソースには、 Ωの最大ソ10k
ース･インピーダンスが推奨されます。アナログ入力ピンに接

続されたコンデンサーやツェナー･ダイオードなどの外部コン

ポーネントには、漏れ電流がほとんどありません。

図 ： アナログ入力モード6-3

： 入力容量記録 C =PIN

しきい値電圧V =T

さまざまな接合によるピンでの漏れ電流I =LEAKAGE

相互接続抵抗R =IC

ソース･インピーダンスR =S

コンパレーター出力6.4
コンパレーター出力 は、 レジスターを介しCOUT CMCON

て読み取られます。このビットは読み取り専用です。図 に6-2
示すように、 つの可能なモードのうち つでコンパレーター8 3
出力を ピンに直接出力することもできます。これらのモGP2
ードのいずれかでは、 の出力は内部クロックに非同期でGP2
す。図 に、コンパレーター出力のブロック図を示します。6-4

ビットは、コンパレーターが出力モードのとTRISIO<2>
き、 ピンの出力の有効化無効化として機能します。GP2 /

： レジスターを読み取るとき、アナログ入力と注1 GPIO
して設定されたすべてのピンは「 」として読み取0
られます。デジタル入力として構成されたピン

は、 入力仕様に従ってアナログ入力を変換しまTTL
す。

デジタル入力として定義されているピンのアナロ注2
グレベルにより、入力バッファが指定されたより

も多くの電流を消費する可能性があります。

図 ： 修正されたコンパレーターの出力ブロック図6-4



page 41）ã 2010 Microchip Technology Inc. DS41190G（

PIC12F629/675
コンパレーター･リファレンス（参照）6.5

1コンパレーター･モジュールでは、コンパレーター入力の

つに対して内部で生成された電圧参照を選択することもでき

ます。内部基準信号は、 つのコンパレーター･モードのうち8
つで使用されます。 レジスターであるレジスター4 VRCON
は、図 に示す電圧参照モジュールを制御します。6-2 6-5

電圧参照の設定6.5.1

16 16 32電圧参照は、 の高レンジ（範囲）と の低レンジで、

の異なる電圧レベルを出力できます。

次の式が出力電圧を決定します：

電圧参照の精度 エラー6.5.2 /

モジュールの構造上、 から の全範囲を実現することV VSS DD

はできません。抵抗ラダー･ネットワークの上下のトランジス

ター（図 ）は、 が または に近づくのを防ぎ6-5 CV V VREF SS DD

ます。電圧参照は から派生しているため、 出力はV CVDD REF

の変動とともに変化します。コンパレーター電圧参照のVDD

テスト済み絶対精度は、 に記セクション 「電気的仕様」12.0
載されています。

REF DDVRR = 1 ( ) CV (VR3:VR0 / 24) V低レンジ ： ＝ ×

高レンジ ： ×VRR = 0 ( ) CV = (V / 4) + (VR3:VR0REF DD

V / 32)DD

図 ： コンパレーター電圧参照ブロック図6-5

コンパレーターの応答時間6.6

応答時間は、新しい基準電圧または入力ソースを選択して

から、コンパレーターの出力が有効なレベルになるまでの最

小時間です。内部リファレンスが変更された場合、コンパレ

ーター出力を使用する際に内部電圧参照の最大遅延を考慮す

る必要があります。それ以外の場合、コンパレーターの最大

遅延を使用する必要があります（表 ）。12-7

スリープ中の操作6.7

スリープ･モードに入る前にコンパレーターと電圧参照の両

方を有効にすると、スリープ中もアクティブのままになりま

す。これにより、パワーダウン仕様に示されているよりも高

いスリープ電流が得られます。コンパレーターと電圧参照に

よって消費される追加電流は、仕様に個別に示されていま

す。スリープ･モードでの消費電力を最小限に抑えるには、コ

CM2:CM0 = VRCON<7> =ンパレーター および電圧参照111
をオフにします。0

スリープ中にコンパレーターが有効になっている間、割り

込みによりデバイスがウェイクアップ（蘇り）します。デバ

イスがスリープから復帰した場合、 および レCMCON VRCON
ジスターの内容は影響を受けません。

リセットの影響6.8

デバイスをリセットすると、 および レジスCMCON VRCON
ターが強制的にリセット状態になります。これにより、コン

パレーター･モジュールが強制的にコンパレーター･リセット･

モード、 になり、電圧参照がオフ状態になCM2:CM0 = 000
ります。したがって、すべての潜在的な入力は、可能な限り

最小の電流を消費するためにコンパレーターと電圧参照を無

効にしたアナログ入力です。
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レジスター ： ： 基準電圧制御レジスター（アドレス： ）6-2 VRCON 99h

R/W-0 U-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0
VREN VRR VR3 VR2 VR1 VR0─ ─

bit 0bit 7

：記録

読み取り可能ビット 書き込み可能ビット 未実装ビット、「 」として読み取りR = W = U = 0
での値 ｢ ｣ ビットが設定されています ｢ ｣ ビットがクリアされます ビットは不明です-n = POR 1 = 0 = x =

： 許可ビットbit 7 CVVREN REF

回路の電源がオン1 = CVREF

回路はパワーダウン、 ドレインなし0 = CV IREF DD

：「 」として読み取りbit 6 未実装 0
レンジ選択ビットbit 5 : CVVRR REF

低レンジ1 =
高レンジ0 =
：「 」として読み取りbit 4 未実装 0

bit 3 0 CV 0 VR [3:0] 15～ ： 値の選択 ≦ ≦VR3:VR0 REF

REF DDVRR = 1 CV = (VR3:VR0 / 24) Vの場合： ×

REF DD DDVRR = 0 CV = V /4 (VR3:VR0 / 32) Vの場合： ＋ ×

コンパレーター割り込み6.9

コンパレーター割り込みフラグは、コンパレーターの出力

値に変更があるたびに設定されます。ソフトウェアは、

から読み取った出力ビットのステータスに関すCMCON<6>
る情報を保持して、発生した実際の変更を判断する必要があ

ります。 ビット は、コンパレーター割り込みフCMIF PIR1<3>
ラグです。このビットは、ソフトウェアで「 」にクリアし0
てリセットする必要があります。このレジスタに「 」を書1
き込むことも可能であるため、シミュレートされた割り込み

が開始される場合があります。

割り込みを有効にするには、 ビット（ ）およCMIE PIE1<3>
び ビット（ ）を設定する必要があります。PEIE INTCON<6>
さらに、 ビットも設定する必要があります。これらのビGIE
ットのいずれかがクリアされると、割り込みは有効になりま

せんが、割り込み条件が発生すると ビットはセットされCMIF
ます。

割り込みサービスルーチンのユーザーは、次の方法で割り

込みをクリアできます：

の読み取りまたは書き込み。これにより、不一a) CMCON
致状態が終了します。

b) CMIF .フラグ･ビット をクリア

不一致条件は、フラグ･ビット を設定し続けます。CMIF
を読み取ると、不一致状態が終了し、フラグ･ビットCMCON

をクリアできます。CMIF

： 読み取り操作の実行中（ サイクルの開始）に注釈 Q2
レジスター（ ）の変更が発生した場CMCON COUT

合、 （ ）割り込みフラグが設定されCMIF PIR1<3>
ないことがあります。

表 ： コンパレーター･モジュールに関連するレジスター6-2
アドレス 名前 、 他のすべてBit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0 POR BOD

の値 のリセットの値

0000 0000 0000 000u0Bh/8Bh INTCON GIE PEIE T0IE INTE GPIE T0IF INTF GPIF
00-- 0--0 00-- 0--00Ch PIR1 EEIF ADIF CMIF TMR1IF─ ─ ─ ─

-0-0 0000 -0-0 000019h CMCON COUT CINV CIS CM2 CM1 CM0─ ─

00-- 0--0 00-- 0--08Ch PIE1 EEIE ADIE CMIE TMR1IE─ ─ ─ ─

--11 1111 --11 111185h TRISIO TRISIO5 TRISIO4 TRISIO3 TRISIO2 TRISIO1 TRISIO0─ ─

0-0- 0000 0-0- 000099h VRCON VREN VRR VR3 VR2 VR1 VR0─ ─

： 不明。 変更なし。─ 未実装、「 」として読み取られます。網掛け部分はコンパレーター･モジュールでは使用記録 x = u = = 0
されません。
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アナログ デジタルコンバーター（ ）モジュー7.0 - A/D
ル（ のみ）PIC12F675

コンバータ（ ）を使用すると、アナログ入力信号をA/D A/D
その信号の ビット･バイナリ表現に変換できます。10
PIC12F675 4 1 &には つのアナログ入力があり、 つのサンプル

ホールド回路に多重化されています。サンプル ホールドの&

出力は、コンバーターの入力に接続されます。コンバーター

は、逐次近似によってバイナリ結果を生成し、結果を ビッ10
ト･レジスターに格納します。変換に使用される電圧リファレ

ンス（参照）は、 または ピンによって印加される電V VDD REF

圧のいずれかをソフトウェアで選択できます。図 に、7-1
の のブロック図を示します。PIC12F675 A/D

図 ： ブロック図7-1 A/D

構成と動作7.1 A/D

モジュールの機能を制御するために利用可能な つのレA/D 2
ジスターがあります：

（レジスター ）1. ADCON0 7-1
（レジスター ）2. ANSEL 7-2

アナログ･ポート･ピン7.1.1

ビット（ ）および ビットANS3:ANS0 ANSEL<3:0> TRISIO
は、 ポート･ピンの動作を制御します。対応する ビA/D TRISIO
ットを設定して、ピン出力ドライバーを高インピーダンス状

態に設定します。同様に、対応する ビットを設定して、ANS
デジタル入力バッファーを無効にします。

チャンネル選択7.1.2

には、 ～ の つのアナログ･チャネルがPIC12F675 AN0 AN3 4
あります。 ビット（ ）は、サンプCHS1:CHS0 ADCON0<3:2>
ル ホールド回路に接続するチャネルを制御します。&

： デジタル入力として定義されているピンのアナロ注釈

グ電圧により、入力バッファーに過剰電流が流れ

る可能性があります。

電圧基準7.1.3

コンバーターへの電圧参照には つのオプションがありA/D 2
ます。 を使用するか、 に印加するアナログ電圧を使V VDD REF

用します。 ビット（ ）は、電圧参照の選VCFG ADCON0<6>
択を制御します。 が設定されている場合、 ピンのVCFG VREF

電圧が基準になります。それ以外の場合、 が参照です。VDD

変換クロック7.1.4

変換サイクルには が必要です。変換クロックのA/D 11 TAD

ソースは、 ビット（ ）を介してソフトウADCS ANSEL<6:4>
ェアで選択可能です。 つの可能なクロック･オプションがあ7
ります。

• F /2OSC

• F /4OSC

• F /8OSC

• F /16OSC

• F /32OSC

• F /64OSC

（専用の内部 発信器）• F RCRC

T 1.6 µs A/D正しく変換するには、最小 が になるようにAD

1/T 7-1変換クロック（ ）を選択する必要があります。表AD

に、選択した周波数の 計算をいくつか示します。TAD
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表 ： とデバイスの動作周波数7-1 TAD

クロックソース デバイス周波数A/D (T )AD

ADCS2:ADCS0 20 MHz 5 MHz 4 MHz 1.25 MHz動作

2 T 100 ns 400 ns 500 ns 1.6 sOSC 000 (2) (2) (2) m
4 T 200 ns 800 ns 1.0 s 3.2 sOSC 100 (2) (2) (2)m m
8 T 400 ns 1.6 s 2.0 s 6.4 sOSC 001 (2) m m m

(2) (3)16 T 800 ns 3.2 s 4.0 s 12.8 sOSC 101 m m m
(3) (3)32 T 1.6 s 6.4 s 8.0 s 25.6 sOSC 010 m m m m

(3) (3) (3)64 T 3.2 s 12.8 s 16.0 s 51.2 sOSC 110 m m m m
(1 4) (1 4) (1 4) (1 4)A/D RC 2 - 6 s 2 - 6 s 2 - 6 s 2 - 6 sx11 m m m m､ ､ ､ ､

網掛け部分が推奨範囲外です。記録：

ソースの標準 時間は、 ＞ の場合 です。注意 ：1 A/D RC T V 3.0V 4 µAD DD

これらの値は、最低限必要な 時間に違反しています。2： TAD

変換時間を短縮するには、別のクロックソースを選択することをお勧めします。3：
デバイスの周波数が を超える場合、 クロックソースは、スリープ中に変換が実行される場合にのみ推4： 1 MHz A/D RC

奨されます。

変換の開始7.1.5

変換は、 ビット（ ）をセットすA/D GO/DONE ADCON0<1>
ることにより開始されます。変換が完了すると、 モジュA/D
ールは次のことを行います：

ビットをクリアします• GO/DONE
フラグを設定します（ ）• ADIF PIR1<6>

割り込みを生成します（有効な場合）•

変換を中止する必要がある場合、 ビットをソフGO/DONE
トウェアでクリアできます。 レジスターADRESH:ADRESL
は、部分的に完全な 変換サンプルでは更新されません。A/D
代わりに、 レジスターは以前の変換の値をADRESH:ADRESL

保持します。変換が中止された後、別の収集を開始する前に

の遅延が必要です。遅延に続いて、選択されたチャン2 TAD

ネルで入力集録が自動的に開始されます。

変換出力7.1.6

変換は、左シフトまたは右シフトの つの形式で提供でA/D 2
きます。 ビット（ ）は出力形式を制御しADFM ADCON0<7>
ます。図 に出力形式を示します。7-2

： ビットは、 をオンにするのと同じ命注釈 GO/DONE A/D
令で設定しないでください。

図 ： ビット 結果フォーマット（形式）7-2 10 A/D
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レジスター ： ： 制御レジスター（アドレス： ）7-1 ADCON0 A/D 1Fh

R/W-0 R/W-0 U-0 U-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0
ADFM VCFG CHS1 CHS0 GO/DONE ADON─ ─

bit 0bit 7

：記録

読み取り可能ビット 書き込み可能ビット 未実装ビット、「 」として読み取りR = W = U = 0
での値 ｢ ｣ ビットが設定されています ｢ ｣ ビットがクリアされます ビットは不明です-n = POR 1 = 0 = x =

： 結果形式の選択ビットbit 7 A/DADFM
右揃え1 =
左揃え0 =
： 電圧基準ビットbit 6 VCFG
ピン1 = VREF

DD0 = V
～ 未実装：「 」として読み取りbit 5 4 0
～ ： アナログ･チャネル選択ビットbit 3 2 CHS1:CHS0

チャンネル （ ）00 = 00 AN0
チャンネル （ ）01 = 01 AN1
チャンネル （ ）10 = 02 AN2
チャンネル （ ）11 = 03 AN3
： 変換ステータス･ビットbit 1 A/DGO/DONE

変換サイクルが進行中です。このビットをセットすると、 変換サイクルが開始されます。1 = A/D A/D
変換が完了すると、このビットはハードウェアによって自動的にクリアされます。A/D
変換が完了進行中でない0 = A/D /
： 変換ステータス･ビットbit 0 A/DADON
コンバーター･モジュールが動作している1 = A/D
コンバーターはシャットオフされ、動作電流を消費しません0 = A/D
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レジスター ： ： アナログ選択レジスター（アドレス： ）7-2 ANSEL 9Fh

U-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-1 R/W-1 R/W-1 R/W-1
ADCS2 ADCS1 ADCS0 ANS3 ANS2 ANS1 ANS0─

bit 0bit 7

：記録

読み取り可能ビット 書き込み可能ビット 未実装ビット、「 」として読み取りR = W = U = 0
での値 ｢ ｣ ビットが設定されています ｢ ｣ ビットがクリアされます ビットは不明です-n = POR 1 = 0 = x =

：「 」として読み取りbit 7 未実装 0
～ ： 変換クロック選択ビットbit 6 4 A/DADCS<2:0>

= F /2000 OSC

= F /8001 OSC

= F /32010 OSC

= F ( = 500 kHz)x11 RC 専用の内部発振器から得られるクロック 最大

= F /4100 OSC

= F /16101 OSC

= F /64110 OSC

～ ： アナログ選択ビットbit 3 0 ANS3:ANS0
( AN<3:0> )それぞれピン のアナログまたはデジタル機能間。

(1)1 = アナログ入力； ピンはアナログ入力として割り当てられます
デジタル ； ピンがポートまたは特別な機能に割り当てられています0 = I/O

： ピンをアナログ入力に設定すると、デジタル入力回路、弱いプルアップ、および割り込み時の変更が自動的に無効にな注1
ります。ピンの電圧を外部制御できるようにするには、対応する ビットを入力モードに設定する必要がありまTRISIO
す。
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取得の要件7.2 A/D

コンバーターが指定された精度を満たすには、電荷保A/D
持コンデンサー（ ）が入力チャネル電圧レベルまで完CHOLD

全に充電できるようにする必要があります。アナログ入力モ

デルを図 に示します。ソース･インピーダンス（ ）と内7-3 RS

部サンプリング･スイッチ（ ）インピーダンスは、コンデRSS

ンサー の充電に必要な時間に直接影響します。サンプCHOLD

リング･スイッチ（ ）のインピーダンスは、デバイスの電RSS

圧（ ）によって変化します（図 を参照）。アナログ･V 7-3DD

ソースの最大推奨インピーダンスは Ωです。インピーダ10 k

ンスが減少すると、取得時間は減少します。アナログ入力チ

ャンネルを選択（変更）した後、変換を開始する前にこの集

録を実行する必要があります。

最小取得時間を計算するには、式 を使用できます。この7-1
式は、 エラーが使用されることを前提としています1/2 LSb
（ の場合は ステップ）。 エラーは、 が指A/D 1024 1/2 LSb A/D
定された解像度を満たすために許容される最大エラーです。

ミッドレンジ･最小取得時間 を計算するには、T PIC®ACQ

を参照してくださリファレンス･マニュアル（ ）DS33023
い。

式 ： 取得時間7-1

図 ： アナログ入力モデル7-3

＝ アンプの整定時間 ＋TACQ

保持コンデンサ充電時間 ＋

温度係数

C AMP C COFFT T T T＝ ＋ ＋

2 s T [( -25 )(0.05 s/ )]＝ μ ＋ ＋ 温度 ℃ μ ℃C

C (R R R ) In(1/2047)＝ ＋ ＋HOLD IC SS S

- 120pF (1k 7k + 10k ) In(0.0004885)＝ Ω ＋ Ω Ω

16.47µs＝

T 2µs 16.47µs [(50°C 25 C)(0.05 s/ )]ACQ ＝ ＋ ＋ － ℃° m
19.72µs＝

基準電圧（ ）は、それ自体をキャンセルするため、式に影響しません。注 ：1 VREF

電荷保持コンデンサー（ ）は、各変換後に放電されません。2： CHILD

アナログ･ソースの推奨最大インピーダンスは Ωです。これは、ピン･リーク仕様を満たすために必要です。3： 10 k

： 入力容量記録 C =PIN

しきい値電圧V =T

さまざまな接合によるピンの漏れ電流I =LEAKAGE

相互接続抵抗R =IC

サンプリング･スイッチSS =
サンプル ホールド容量（ より）C = & DACHOLD
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スリープ中の 動作7.3 A/D

コンバーター･モジュールは、スリープ中でも動作できA/D
ます。これには、 クロック･ソースを内部 発信器に設A/D RC
定する必要があります。 クロック･ソースが選択されるRC
と、 は変換を開始する前に つの命令を待機します。これA/D 1
により、 命令を実行できるため、変換からスイッチンSLEEP
グ･ノイズの多くが除去されます。変換が完了すると、

ビットがクリアされ、結果が レGO/DONE ADRESH:ADRESL
ジスターにロードされます。 割り込みが有効な場合、デA/D
バイスはスリープから復帰します。 割り込みが有効になA/D
っていない場合、 ビットは設定されたままですが、ADON
モジュールはオフになります。A/D

クロック･ソースが 以外の場合、 命令によりA/D RC SLEEP
現在の変換が中止され、 モジュールがオフになります。A/D

ビットは設定されたままです。ADON

リセットの影響7.4

デバイスをリセットすると、すべてのレジスターが強制的

にリセット状態になります。したがって、 モジュールはA/D
オフになり、保留中の変換はすべて中止されます。

レジスターは変更されていません。ADRESH:ADRESL

表 ： レジスターの概要7-2 A/D
アドレス 名前 、 他のすべてBit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0 POR BOD

の値 のリセットの値

--xx xxxx --uu uuuu05h GPIO GPIO5 GPIO4 GPIO3 GPIO2 GPIO1 GPIO0─ ─

0000 0000 0000 000u0Bh/8Bh INTCON GIE PEIE T0IE INTE GPIE T0IF INTF GPIF
00-- 0--0 00-- 0--00Ch PIR1 EEIF ADIF CMIF TMR1IF─ ─ ─ ─

xxxx xxxx uuuu uuuu1Eh ADRESH A/D 8 2左シフトされた 結果の最上位 ビットまたは右シフトされた結果の ビット

00-- 0000 00-- 00001Fh ADCON0 ADFM VCFG CHS1 CHS0 GO ADON─ ─

--11 1111 --11 111185h TRISIO TRISIO5 TRISIO4 TRISIO3 TRISIO2 TRISIO1 TRISIO0─ ─

00-- 0--0 00-- 0--08Ch PIE1 EEIE ADIE CMIE TMR1IE─ ─ ─ ─

xxxx xxxx uuuu uuuu9Eh ADRESL A/D 2 8左シフトされた 結果の最下位 ビットまたは右シフトされた結果の ビット

-000 1111 -000 11119Fh ANSEL ADCS2 ADCS1 ADCS0 ANS3 ANS2 ANS1 ANS0─

： 不明。 変更なし。─ 未実装、「 」として読み取られます。網掛け部分は コンパレーター･モジュールで記録 x = u = = 0 A/D
は使用されません。
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データ メモリー8.0 EEPROM

データ･メモリーは、通常動作中（ の全範EEPROM VDD

囲）に読み書き可能です。このメモリーは、レジスター･ファ

イル･スペースに直接マップされません。代わりに、特殊機能

レジスターを介して間接的に対処されます。このメモリーの

読み取りと書き込みに使用される つの があります：4 SFR

• EECON1
（物理的に実装されたレジスタではありません）• EECON2

• EEDATA
• EEADR

は読み取り 書き込み用の ビット･データを保持EEDATA / 8
し、 はアクセスされている ロケーションのEEADR EEPROM
アドレスを保持します。 デバイスには、アドPIC12F629/675
レス範囲が ～ の バイトのデータ がありま0h 7Fh 128 EEPROM
す。

データ･メモリーにより、バイトの読み書きが可EEPROM
能です。バイト書き込みでは、自動的に場所が消去され、新

しいデータが書き込まれます（書き込み前に消去）。

データ･メモリーは、高い消去 書き込みサイクルにEEPROM /
対応しています。書き込み時間はオンチップ･タイマーによっ

て制御されます。書き込み時間は、電圧と温度、およびチッ

プごとに異なります。正確な制限については、 仕様を参照AC
してください。

データ･メモリーがコード保護されている場合、 はデCPU
ータ メモリーの読み取りと書き込みを続けます。デEEPROM
バイス･プログラマーはこのメモリーにアクセスできなくなり

ます。

ミッドレンジデータ に関する追加情報は、EEPROM PIC®
にあります。･リファレンス･マニュアル、（ ）DS33023

レジスター ： ： データ･レジスター（アドレス： ）8-1 EEDAT EEPROM 9Ah
0 R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0R/W-

EEDAT7 EEDAT6 EEDAT5 EEDAT4 EEDAT3 EEDAT2 EEDAT1 EEDAT0
bit 0bit 7

：記録

読み取り可能ビット 書き込み可能ビット 未実装ビット、「 」として読み取りR = W = U = 0
での値 ｢ ｣ ビットが設定されています ｢ ｣ ビットがクリアされます ビットは不明です-n = POR 1 = 0 = x =

～ ： データ に書き込む、またはデータ から読み取るバイト値bit 7 0 n EEPROM EEPROMEEDAT

レジスター ： ： アドレス･レジスター（アドレス： ）8-2 EEADR EEPROM 9Bh
U-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0

EADR6 EADR5 EADR4 EADR3 EADR2 EADR1 EADR0─

bit 0bit 7

：記録

読み取り可能ビット 書き込み可能ビット 未実装ビット、「 」として読み取りR = W = U = 0
での値 ｢ ｣ ビットが設定されています ｢ ｣ ビットがクリアされます ビットは不明です-n = POR 1 = 0 = x =

：「 」に設定する必要がありますbit 7 未実装 0
～ ： 読み取り書き込み操作用の の場所のいずれかを指定しますbit 6 0 EEPROM / 128EEADR
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8.1 EEADR

レジスターは、最大 バイトのデータ をEEADR 128 EEPROM
アドレス指定できます。レジスターの ビットのうち ビット8 7
（ ）のみが必要です。 （ビット ）は無視EEADR<6:0> MSb 7
されます。より多くのデータ メモリーを持つデバイEEPROM
スとの上位互換性を維持するには、上位ビットを常に「 」0
にする必要があります。

と レジスター8.2 EECON1 EECON2

は、物理的に実装された つの下位ビットを持つEECON1 4
制御レジスターです。上位 ビットは実装されておらず、4
「 」として読み取られます。制御ビット および は、0 RD WR
それぞれ読み取りおよび書き込みを開始します。これらのビ

ットは、ソフトウェアでクリアすることはできず、セットす

るだけです。これらは、読み取りまたは書き込み操作の完了

時にハードウェアでクリアされます。ソフトウェアで ビWR
ットをクリアできないことにより、書き込み操作が誤って途

中で終了することを防ぎます。

ビットを設定すると、書き込み操作が許可されまWREN
す。電源投入時には、 ビットはクリアされています。WREN
WRERR MCLR WDTビットは、 リセットまたは通常動作中の

タイムアウト･リセットによって書き込み操作が中断されると

セットされます。これらの状況では、リセット後、ユーザー

は ビットを確認してクリアし、場所を書き換えるこWRERR
とができます。データとアドレスはクリアされるため、

および レジスターを再初期化する必要がありEEDATA EEADR
ます。

書き込みが完了すると、 レジスターの割り込みフラグPIR1
･ビット がセットされます。このビットはソフトウェアEEIF
でクリアする必要があります。

は物理レジスターではありません。 を読EECON2 EECON2
み取ると、すべての「 」が読み取られます。 レジ0 EECON2
スターは、データ 書き込みシーケンスでのみ使用さEEPROM
れます。

レジスター ： ： 制御レジスター（アドレス： ）8-3 EECON1 EEPROM 9Ch
U-0 U-0 U-0 U-0 R/W-x R/W-0 R/S-0 R/S-0

WRERR WREN WR RD─ ─ ─ ─

bit 0bit 7

：記録

読み取り可能ビット 書き込み可能ビット 未実装ビット、「 」として読み取りR = W = U = 0
での値 ｢ ｣ ビットが設定されています ｢ ｣ ビットがクリアされます ビットは不明です-n = POR 1 = 0 = x =

～ ：「 」に設定する必要がありますbit 7 4 未実装 0
： エラー･フラグ･ビットbit 3 EEPROMWRERR

書き込み操作は途中で終了します（ リセット、通常操作中の リセット、または 検出）1 = MCLR WDT BOD
書き込み操作が完了しました0 =
： 書き込み許可ビットbit 2 EEPROMWREN

書き込みサイクルが可能1 =
データ への書き込みを禁止します0 = EEPROM
： 書き込み制御ビットbit 1 WR
書き込みサイクルを開始します（書き込みが完了すると、ビットはハードウェアによってクリアされます。1 =
ビットは、ソフトウェアでのみ設定でき、クリアすることはできません。）WR

データ への書き込みサイクルが完了しました0 = EEPROM
： 読み込み制御ビットbit 0 RD

読み取りを開始します（読み取りには サイクルかかります。 はハードウェアでクリアされます。1 = EEPROM 1 RD
ビットはソフトウェアでのみクリアでき、クリアできません）。RD

読み取りを開始しません0 = EEPROM
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データ･メモリーの読み取り8.3 EEPROM

データ･メモリーの場所を読み取るには、例 に示すよう8-1
に、ユーザーは レジスターにアドレスを書き込んでかEEADR
ら、制御ビット （ ）を設定する必要がありまRD EECON1<0>
す。データは、次のサイクルで レジスターで使用でEEDATA
きます。したがって、次の命令で読み取ることができます。

は、別の読み取りが行われるまで、またはユーザーEEDATA
が書き込みを行うまで（書き込み操作中）、この値を保持し

ます。

例 ： データ の読み取り8-1 EEPROM

データ･メモリーへの書き込み8.4 EEPROM

データの場所を書き込むには、まずアドレスをEEPROM
レジスターに書き込み、データを レジスターEEADR EEDATA

に書き込む必要があります。次に、例 に示すように、ユー8-2
ザーは特定のシーケンスに従って各バイトの書き込みを開始

する必要があります。

例 ： データ 書き込み8-2 EEPROM

各バイトの上記シーケンスが正確に実行されない場合

（ に を書き込み、 に を書き込み、EECON2 55h EECON2 AAh
ビットを設定する）、書き込みは開始されません。このWR

コード･セグメント中は割り込みを無効にすることを強くお勧

めします。サイクル･カウントは、必要なシーケンス中に実行

されます。必要なシーケンスを実行するために必要なサイク

ルに等しくない数値は、データが に書き込まれないEEPROM
ようにします。

さらに、書き込みを有効にするには、 の ビEECON1 WREN
ットを設定する必要があります。このメカニズムは、誤った

（予期しない）コード実行（つまり、プログラムの損失）に

よるデータ への偶発的な書き込みを防ぎます。EEPROM
を更新する場合を除き、ユーザーは常に ビッEEPROM WREN

トをクリアしておく必要があります。 ビットはハードWREN
ウェアによってクリアされません。

BSF STATUS,RP0 ;Bank 1
MOVLW CONFIG_ADDR ;
MOVWF EEADR ;Address to read
BSF EECON1,RD ;EE Read
MOVF EEDATA,W ;Move data to W

BSF STATUS,RP0 ;Bank 1
BSF EECON1,WREN ;Enable write
BCF INTCON,GIE ;Disable INTs
MOVLW 55h ;Unlock write
MOVWF EECON2 ;
MOVLW AAh ;
MOVWF EECON2 ;
BSF EECON1,WR ;Start the write
BSF INTCON,GIE ;Enable INTS

必
要
な
シ
ー
ケ

ン
ス

書き込みシーケンスが開始された後、 ビットをクリWREN
WRENアしても、この書き込みサイクルには影響しません。

ビットが設定されていない限り、 ビットの設定は禁止さWR
れます。

書き込みサイクルが完了すると、ハードウェアで ビッWR
トがクリアされ、 書き込み完了割り込みフラグビットEE
（ ）が設定されます。ユーザーは、この割り込みを有効EEIF
にするか、このビットをポーリングできます。 ビットEEIF
（ ）レジスターはソフトウェアでクリアする必要があPIR<7>
ります。

書き込み確認8.5

アプリケーションによっては、適切なプログラミングの実

践により、データ に書き込まれた値を、書き込まれEEPROM
るべき値に検証する必要があります（例 を参照）。8-3

例 ： 書き込み確認8-3

データ の使用8.5.1 EEPROM

データ は、頻繁に変化する情報（プログラム変数EEPROM
または頻繁に更新されるその他のデータ）の保存用に最適化

された、高耐久性のバイト･アドレス可能なアレイです。通

常、頻繁に変更される値は、仕様 または よりも頻D120 D120A
繁に更新されます。そうでない場合は、アレイの更新を実行

する必要があります。このため、頻繁に変化しない変数（定

数、 、キャリブレーション（校正）など）は、フラッシュ･ID
プログラム･メモリーに保存する必要があります。

怪しい書き込みに対する保護8.6

デバイスがデータ メモリーに書き込みたくない場EEPROM
合があります。誤った 書き込みから保護するためEEPROM
に、さまざまなメカニズムが組み込まれています。電源投入

時に はクリアされます。また、パワーアップ･タイマWREN
ー（持続時間 ）は 書き込みを防ぎます。72 ms EEPROM

書き込み開始シーケンスと ビットを一緒に使用するWREN
と、次のような誤った書き込みを防ぐことができます。

ブラウンアウト（電圧降下）•
パワー･グリッチ（望ましくない、パルス的な）•
ソフトウェアの誤動作•

BCF STATUS,RP0 ;Bank 0
: ;Any code
BSF STATUS,RP0 ;Bank 1 READ
MOVF EEDATA,W ;EEDATA not changed

; f r o m pr ev i ou s
write
BSF EECON1,RD ;YES, Read the

;value written
XORWF EEDATA,W
BTFSS STATUS,Z ;Is data the same
GOTO WRITE_ERR ;No, handle error
: ;Yes, continue
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PIC12F629/675
コード保護中のデータ 動作8.7 EEPROM

データ･メモリーは、 ビットを「 」にプログラムするCPD 0
ことでコード保護できます。

データ･メモリーがコード保護されている場合、 はデCPU
ータ にデータを読み書きできます。データ･メモリEEPROM
ーをコード保護する場合は、プログラム･メモリーをコード保

護することをお勧めします。これにより、既存のコード

（ として実行される）でゼロをプログラミングして、デNOP
ータ･メモリーの内容を出力する未使用プログラム･メモリー

にプログラムされた追加ルーチンに到達することを防ぎま

す。未使用の場所を「 」にプログラミングすると、データ･0
メモリー･コードの保護が侵害されるのを防ぐことができま

す。

表 ： データ に関連するレジスター ビット8-1 EEPROM /
アドレス 名前 、 他のすべてBit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0 POR BOD

の値 のリセットの値

00-- 0--0 00-- 0--00Ch PIR1 EEIF ADIF CMIF TMR1IF─ ─ ─ ─

0000 0000 0000 00009Ah EEDATA EEPROMデータ･レジスター
-000 0000 -000 00009Bh EEADR EEPROM─ アドレス･レジスター

---- x000 ---- q0009Ch EECON1 WRERR WREN WR RD─ ─ ─ ─

---- ---- ---- ----9Dh EECON2 EEPROM 2(1) 制御レジスター

： 不明。 変更なし。─ 「 」として実装されていない読み取り。 値は条件に依存します。記録 x = u = = 0 q =
網掛け部分はデータ モジュールでは使用されません。EEPROM

： は物理レジスターではありません。注1 EECON2
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PIC12F629/675
の特別な機能9.0 CPU

リアルタイム･アプリケーションのニーズを処理する特定の

特別な回路は、マイクロコントローラーを他のプロセッサー

と区別するものです。 ファミリには、次のよPIC12F629/675
うな機能が多数あります：

システムの信頼性を最大化•
外付け部品を排除してコストを最小化•
省電力動作モードを提供し、コード保護を提供します•

これらの機能は次のとおりです：

発振器の選択•
リセット•
パワーオン･リセット（ ）• POR
パワーアップ･タイマー（ ）• PWRT
発振器起動タイマー（ ）• OST
ブラウンアウト検出（ ）• BOD
割り込み•
ウォッチドッグ･タイマー（ ）• WDT
スリープ（睡眠）•
コード保護•
ロケーション• ID

インサーキット･シリアル･プログラミング•

には、構成ビットによって制御されるウォPIC12F629/675
ッチドッグ･タイマーがあります。信頼性を高めるために、独

自の 発振器で動作します。電源投入時に必要な遅延を提供RC
する つのタイマーがあります。 つは、水晶発振器が安定す2 1
るまでチップをリセット状態に保つための発振器起動タイマ

ー（ ）です。もう つはパワーアップ ･タイマーOST 1
（ ）で、電源投入時のみ （公称）の固定遅延をPWRT 72 ms
提供し、電源が安定している間はデバイスをリセット状態に

保つように設計されています。電圧低下が発生した場合にデ

バイスをリセットする回路もあり、少なくとも のリ72 ms
セットを提供できます。これらの つの機能がオンチップで3
あるため、ほとんどのアプリケーションは外部リセット回路

を必要としません。

スリープ･モードは、非常に低い電流のパワーダウン･モー

ドを提供するように設計されています。ユーザーは次の方法

でスリープから復帰できます。

外部リセット•
ウォッチドッグ･タイマー･ウェイクアップ•
割り込み•

部品をアプリケーションに適合させるために、いくつかの

発振器オプションも利用できます。 オプションはシINTOSC
ステム･コストを節約し、 クリスタルオプションは電力をLP
節約します。構成ビットのセットを使用して、さまざまなオ

プションを選択します（ を参照）。レジスター9.2
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PIC12F629/675
構成ビット9.1

構成ビットは、レジスター に示すように、さまざまなデ9.2
バイス構成を選択するためにプログラム（「 」として読み0
取る）またはプログラムせずに残す（「 」として読み取1
る）ことができます。これらのビットは、プログラム･メモリ

ーの場所 にマッピングされます。2007h

： アドレス は、ユーザー･プログラムのメモリ注釈 2007h
ー空間を超えています。特別な構成メモリ空間

（ ～ ）に属し、プログラミング中にの2000h 3FFFh
みアクセスできます。詳細については、

プログラミング仕様を参照してくPIC12F629/675
ださい。

レジスター ： ： 構成ワード（アドレス： ）9-1 CONFIG 2007h

R/P-1 R/P-1 U-0 U-0 U-0 R/P-1 R/P-1 R/P-1 R/P-1 R/P-1 R/P-1 R/P-1 R/P-1 R/P-1
BG1 BG0 CPD CP BODEN MCLRE PWRTE WDTE F0SC2 F0SC1 F0SC0─ ─ ─

bit 13 bit 0

：記録

を使用してプログラム。P = ICSP™
読み取り可能ビット 書き込み可能ビット 未実装ビット、「 」として読み取りR = U = 0

での値 ビットが設定されています ビットがクリアされます ビットは不明です-n = POR 1 = 0 = x =

(1)bit 13 12 BOD POR～ ： および 電圧のバンドギャップ校正ビットBG1:BG0
最低のバンドギャップ電圧00 =
最高のバンドギャップ電圧11 =

～ ：「 」として読み取りbit 11 9 未実装 0
(2)bit 8 CPD： データコード保護ビット

データ･メモリー･コード保護が無効になっています1 =
データ･メモリー･コード保護が有効になっています0 =

(3)bit 7 CP： コード保護ビット
プログラム･メモリー･コード保護が無効になっています1 =
プログラム･メモリー･コード保護が有効になっています0 =

(4)bit 6 BODEN： ブラウンアウト検出有効ビット
有効1 = BOD
無効0 = BOD

(5)bit 5 GP3/MCLRMCLRE： ピン機能選択ビット

ピン機能は です1 = GP3/MCLR MCLR
ピンの機能はデジタル 、 は内部で に接続0 = GP3/MCLR I/O MCLR VDD

： パワーアップ･タイマー有効ビットbit 4 PWRTE
無効1 = PWRT
有効0 = PWRT

： ウォッチドッグ･タイマー許可ビットbit 3 WDTE
有効1 = WDT
無効0 = WDT

～ ： 発振器選択ビットbit 2 0 FOSC2:FOSC0
111 = RC GP4/OSC2/CLKOUT CLKOUT GP5/OSC1/CLKIN RC発信器： ピンの 機能、 で

110 = RC GP4/OSC2/CLKOUT I/O GP5/OSC1/CLKIN RC発信器： ピンの 機能、 で

発信器： ピンの 機能、 で 機能101 = INTOSC GP4/OSC2/CLKOUT CLKOUT GP5/OSC1/CLKIN I/O
発信器： ピンの 機能、 で 機能100 = INTOSC GP4/OSC2/CLKOUT I/O GP5/OSC1/CLKIN I/O

011 = EC GP4/OSC2/CLKOUT I/O GP5/OSC1/CLKIN CLKIN： ピンの 機能、 で

発信器： および で高速水晶共振器010 = HS GP4/OSC2/CLKOUT GP5/OSC1/CLKIN /
発信器： および で水晶共振器001 = XT GP4/OSC2/CLKOUT GP5/OSC1/CLKIN /
発振器： および で低電力水晶000 = LP GP4/OSC2/CLKOUT GP5/OSC1/CLKIN

： バンドギャップ校正ビットは工場でプログラムされており、 プログラミング仕様で指定されているよう注1 PIC12F629/675
にデバイスを消去する前に読み取って保存する必要があります。これらのビットは、構成ワードのエクスポートに反映

されます。 開発ツールは、すべての校正ビットを工場出荷時設定に維持します。Microchip
： コード保護がオフになると、データ 全体が消去されます。2 EEPROM
： コード保護がオフになると、 値を含むプログラム･メモリー全体が消去されます。3 OSCCAL
： ブラウンアウト検出を有効にしても、パワーアップ･タイマーは自動的に有効になりません。4
： または モードで がアサートされると、内部クロック発信器が無効になります。5 INTOSC RC MCLR
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PIC12F629/675
発振器の構成9.2

発振器の種類9.2.1

は、 つの異なる発信器オプション･モードPIC12F629/675 8
で動作できます。ユーザーは、 つの構成ビット（ ～3 FOSC2

）をプログラムして、次の つのモードのいずれかをFOSC0 8
選択できます：

低電力クリスタル• LP
クリスタル共振器• /XT
高速クリスタル共振器• /HS
外付け抵抗コンデンサー（ モード）• / 2RC

内蔵発信器（ モード）• 2INTOSC
外部クロック入力• EC

水晶発振器 セラミック共振器9.2.2 /

、 、または モードでは、水晶またはセラミック共XT LP HS
振子が および ピンに接続されて、発振が確立されOSC1 OSC2
ます（図 を参照）。 発振器の設計には、並9-1 PIC12F629/675
列カット･クリスタルの使用が必要です。直列カット水晶を使

用すると、水晶メーカーの仕様外の周波数が生じる場合があ

ります。 、 、または モードの場合、デバイスはXT LP HS
ピンを駆動する外部クロック･ソースを持つことができOSC1

ます（図 を参照）。9-2

図 ： クリスタル動作（またはセラミック共振器）9-1
、 、または 構成HS XT LP OSC

： 発振器構成に関する追加情報は、 ミッドレン注釈 PIC®
ジ･リファレンス･マニュアル（ ）にありDS33023
ます。

： および の推奨値については、表 および表注1 C1 C2 9-1
を参照してください。9-2

： ストリップカット水晶には直列抵抗が必要な2 AT
場合があります。

： は、選択した発信器モードによって異なりま3 RF
す

（概算値 ）=10 M

図 ： 外部クロック入力操作（ 、 、 、または9-2 HS XT EC
構成）LP OSC

表 ： セラミック共振器のコンデンサの選択9-1
特徴付けられる範囲：

OSC1(C1) OSC2(C2)モード 周波数

XT 455 kHz 68 100 pF 68 100 pF～ ～

2.0 MHz 15 68 pF 15 68 pF～ ～

4.0 MHz 15 68 pF 15 68 pF～ ～

HS 8.0 MHz 10 68 pF 10 68 pF～ ～

16.0 MHz 10 22 pF 10 22 pF～ ～

表 ： 水晶発振器のコンデンサーの選択9-2
OSC1(C1) OSC2(C2)モード 周波数

LP 32 kHz 68 100 pF 68 100 pF～ ～

XT 100 kHz 68 150 pF 150 200 pF～ ～

2 MHz 15 30 pF 15 30 pF～ ～

4 MHz 15 30 pF 15 30 pF～ ～

HS 8 MHz 15 30 pF 15 30 pF～ ～

10 MHz 15 30 pF 15 30 pF～ ～

20 MHz 15 30 pF 15 30 pF～ ～

： モードで として機能注釈 EC Osc GP4

： 静電容量が大きいと、発振器の安定性が向上し注1
ますが、起動時間も長くなります。これらの値

は、設計ガイダンスのみを目的としています。

各共振器には独自の特性があるため、外部コン

ポーネントの適切な値については、共振器の製

造元に問い合わせる必要があります。

： 静電容量を大きくすると、発振器の安定性が向注１

上しますが、起動時間も長くなります。これら

の値は設計ガイダンスのみです。低駆動レベル

仕様の水晶振動子のオーバー･ドライブを避け

るため、 モードと モードで が必要になHS XT R
る場合があります。各水晶には独自の特性があ

るため、外部コンポーネントの適切な値につい

ては水晶メーカーに問い合わせてください。
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PIC12F629/675
外部クロック入力9.2.3

他の場所で既にクロックが利用可能なアプリケーションで

セクション 「電気的仕は、この外部クロック･ソースが 12.0
にリストされている タイミング要件を満たしてい様」 AC/DC

る場合、 を直接駆動できます。図 は、外部PIC12F629/675 9-2
クロック回路の構成方法を示しています。

発信器9.2.4 RC

正確なタイミングが要求されないアプリケーションでは、

発振器オプションが利用可能です。 発信器の動作と機RC RC
能は、多くの変数に依存しています。 発振器周波数は次のRC
関数です：

供給電圧•
抵抗（ ）およびコンデンサー（ ）の値• REXT CEXT
動作温度•

通常のプロセス･パラメータの変動により、発振器の周波数

はユニットごとに異なります。パッケージ･タイプ間のリード

･フレーム容量の違いも、特に 値が低い場合に、発振周CEXT
波数に影響します。ユーザーは、外部 および コンポーネンR C
トの許容誤差も考慮する必要があります。図 は、 の組9-3 R/C
み合わせの接続方法を示しています。

この発信器モードには つのオプションがあり、 を汎2 GP4
用 として使用したり、 を出力したりできます。I/O F /4OSC

図 ： 発信器モード9-3 RC

内部 発信器9.2.5 4 MHz

校正されると、内部発振器は固定の （公称）システ4 MHz
ム･クロックを提供します。電圧と温度の変動については、電

気的仕様、 を参照してくださセクション 「電気的仕様」12.0
い。

この発信器モードには つのオプションがあり、 を汎2 GP4
用 として使用したり、 を出力したりできます。I/O F /4OSC

内部発振器のキャリブレーション9.2.5.1

キャリブレーション（校正）命令は、プログラム･メモリー

RETLW xxの最後の場所にプログラムされます。この命令は

です。リテラルはキャリブレーション値です。リテラルは、

レジスターに配置され、内部発振器の校正を設定しOSCCAL
ます。例 は、内部発振器を校正する方法を示しています。9-1
最適な動作を実現するには、デバイスのできるだけ近くで

と をデカップリング（容量で）してください。V VDD SS

例 ： 内部発振器のキャリブレーション9-1

9.2.6 CLKOUT

デバイスは、 および 発信器モーPIC12F629/675 INTOSC RC
ドでクロック出力信号を提供するように構成できます。設定

すると、発振器周波数を で割った値（ ）が4 F /4OSC

ピンに出力されます。 は、テストGP4/OSC2/CLKOUT F /4OSC

目的または他のロジックの同期に使用できます。

： デバイスを消去すると、事前にプログラムされた注釈

内部発振器の内部校正値も消去されます。キャリ

ブレーション値は、 プログラミンPIC12F629/675
グ仕様で指定されているように、パーツを消去す

る前に保存する必要があります。 開発Microchip
ツールは、すべての校正ビットを工場出荷時設定

に維持します。

BSF STATUS, RP0 ;Bank 1
CALL 3FFh ;Get the cal value
MOVWF OSCCAL ;Calibrate
BCF STATUS, RP0 ;Bank 0
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PIC12F629/675
リセット9.3

は、さまざまな種類のリセットを区別しまPIC12F629/675
す：

パワーオン･リセット（ ）a) POR
通常動作中の リセットb) WDT
スリープ中の リセットc) WDT
通常動作中の リセットd) MCLR
スリープ中の リセットe) MCLR
ブラウンアウト検出（ ）f) BOD

一部のレジスターは、リセット状態では影響を受けませ

ん。それらのステータスは では不明であり、他のリセッPOR
トでは変更されません。他のほとんどのレジスターは、次の

場合に「リセット状態」にリセットされます：

パワーオン･リセット•
リセット• MCLR
リセット• WDT

スリープ中の リセット• WDT
ブラウンアウト検出（ ）リセット• BOD

これは通常の動作の再開と見なされるため、 ウェイクWDT
アップの影響を受けません。 および ビットは、表 にTO PD 9-4
示すように、異なるリセット状況で異なる方法で設定または

クリアされます。これらのビットは、リセットの性質を決定

するためにソフトウェアで使用されます。すべてのレジスタ

ーのリセット状態の詳細については、表 を参照してくださ9-7
い。

オンチップ･リセット回路の簡略ブロック図を図 に示し9-4
ます。

リセット･パスには、小さなパルスを検出して無視すMCLR
るノイズ･フィルターがあります。パルス幅の仕様について

は、「電気的仕様」セクションの表 を参照してくださ12-4
い。

図 ： オンチップ･リセット回路の簡略化されたブロック図9-4

： これは 発信器とは別の発信器です。注1 INTOSC/EC
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PIC12F629/675
9.3.1 MCLR

デバイスには、 リセット･パスにノイPIC12F629/675 MCLR
ズ･フィルターがあります。フィルタは小さなパルスを検出し

て無視します。

リセットは ピンを に駆動しないことに注意WDT MCLR Low
してください。

ピンの 保護の動作は、このファミリーの以前のMCLR ESD
デバイスから変更されています。ピンに印加された電圧が仕

様を超えると、 イベント中に リセットとデバイスESD MCLR
仕様を超える過電流が発生する可能性があります。このた

め、マイクロチップ社では、 ピンを に直接接続しMCLR VDD

ないことを推奨しています。図 に示すように、 ネット9-5 RC
ワークの使用が推奨されます。

内部 オプションは、構成ワードの ビットを設MCLR MCLRE
定することにより有効になります。有効にすると、 はMCLR
内部で に接続されます。 ピンには内部プルアップ･V MCLRDD

オプションはありません。

図 ： 推奨される 回路9-5 MCLR

9.3.2 (POR)パワーオン･リセット

オンチップ 回路は、 が適切な動作に十分なレベルPOR VDD

に達するまで、チップをリセット状態に保持します。 をPOR
利用するには、抵抗を介して ピンを に接続するだMCLR VDD

けです。これにより、パワーオン･リセットの作成に通常必要

な外部 コンポーネントがなくなります。 の最大立ち上RC VDD

がり時間が必要です。詳細については、電気的仕様を参照し

BODてください（ を参照）。セクション 「電気的仕様」12.0
が有効になっている場合、最大立ち上がり時間の指定は適用

されません。 回路は、 が に達するまでデバイスBOD V VDD BOD

セクション 「ブラウンアウをリセット状態に保ちます（ 9.3.5
を参照）。ト検出（ ）」BOD

デバイスが通常の動作を開始する（リセット条件を終了す

る）場合、動作を保証するためにデバイスの動作パラメータ

ー（電圧、周波数、温度など）を満たす必要があります。こ

れらの条件が満たされていない場合、動作条件が満たされる

までデバイスをリセット状態に保つ必要があります。

： が低下すると、 回路は内部リセットを生注釈 V PORDD

成しません。

詳細については、アプリケーション･ノート 「パワAN607
ーアップ･トラブル･シューティング」を参照してください。

パワーアップ･･タイマー（ ）9.3.3 PWRT

パワーアップ･タイマーは、 またはブラウンアウト検POR
出からのパワーアップ時のみ、 （公称）の固定タイム72 ms
アウトを提供します。パワーアップ･タイマーは、内部 発RC
信器で動作します。 がアクティブである限り、チップPWRT
はリセット状態に保たれます。 遅延により、 は許PWRT VDD

容レベルまで上昇します。構成ビットである は、パPWRTE
ワーアップ･タイマーを無効（設定されている場合）または有

効（クリアまたはプログラムされている場合）にできます。

ブラウンアウト検出が有効な場合、パワーアップ･タイマーは

常に有効にする必要があります。

パワーアップ時間の遅延は、チップごとに異なります：

変動• VDD

温度変化•
プロセス変動•

セク詳細については、 パラメータを参照してください（DC
）。ション 「電気的仕様」12.0

9.3.4 (OST)発振器起動タイマー

オシレーター･スタートアップ･タイマー（ ）は、OST
遅延が終了した後、 発信器サイクル（ 入力PWRT 1024 OSC1

から）の遅延を提供します。これにより、水晶発振器または

共振器の起動と安定化が保証されます。

タイムアウトは、 、 、および モードでのみ起OST XT LP HS
動され、パワーオンリ･セットまたはスリープからのウェイク

アップでのみ起動されます。
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ブラウンアウト検出（ ）9.3.5 BOD

メンバーには、ブラウンアウト検出回路がPIC12F629/675
内蔵されています。構成ビット は、ブラウンアウトBODEN
検出回路を無効（クリアプログラムされている場合）または/
有効（設定されている場合）にできます。表 のパラメー12-4

セクションター（ ）を超えて が を下回ると（T V VBOD DD BOD

を参照）、ブラウンアウト状態によりデ12.0「電気的仕様」
バイスがリセットされます。これは、 スルーレートに関VDD

DD BOD BOD係なく発生します。 がパラメーター（ ）未満でV T V
を下回る場合、リセットの発生は保証されません。

リセット（パワーオン、ブラウンアウト、ウォッチドッグ

など）で、 が を超えるまでチップはリセットのままV BVDD DD

になります（図 を参照）。有効になっている場合、パワー9-6
アップ･タイマーが呼び出され、チップがさらに リセ72 ms
ットされたままになります。

パワーアップ･タイマーの実行中に が を下回るV BVDD DD

と、チップはブラウンアウト検出に戻り、パワーアップ･タイ

マーが再初期化されます。 が を超えると、パワーアV BVDD DD

ップ･タイマーは のリセットを実行します。72 ms

： 構成ワードの ビットが設定されている場注釈 PWRTE
合、ブラウンアウト検出はパワーアップ･タイマー

を有効にしません。

図 ： ブラウンアウト状況9-6

： ビットが「 」にプログラムされている場合のみ、 の遅延です。注1 PWRTE 0 72 ms

タイムアウト･シーケンス9.3.6

電源投入時のタイムアウト･シーケンスは次のとおりです。

まず、 の有効期限が切れた後に タイムアウトが呼POR PWRT
び出されます。次に、 がアクティブになります。合計タOST
イムアウトは、発振器の構成と ビットの状態によっPWRTE
て異なります。たとえば、 ビットが消去されたPWRTE
（ が無効になっている） モードでは、タイムアウトPWRT EC
はまったくありません。図 、図 、および図 は、タイ9-7 9-8 9-9
ムアウト･シーケンスを示しています。

タイムアウトは パルスから発生するため、 を十POR MCLR
分に長く維持すると、タイムアウトが期限切れになります。

を にすると、すぐに実行が開始されます（図 をMCLR High 9-8
参照）。これは、テスト目的や、並行して動作する複数の

デバイスを同期する場合に役立ちます。PIC12F629/675

表 は一部の特殊レジスターのリセット条件を示し、表9-6
はすべてのレジスターのリセット条件を示しています。9-7

電源制御（ ）ステータス･レジスタ9.3.7 PCON

電源制御ステータス･レジスター、 （アドレス ）/ PCON 8Eh
には ビットがあります。2

ビット は （ブラウンアウト）です。パワーオン･リセ0 BOD
ットでの は不明です。その後、ユーザーが設定し、後続BOD
のリセットで かどうかを確認して、ブラウンアウトBOD = 0
が発生したことを確認する必要があります。 ステータスBOD
･ビットは「ドントケア（気にしない）」であり、ブラウンア

ウト回路が無効になっている場合（構成ワードで ビBODEN
ット を設定することによって）必ずしも予測可能ではあり= 0
ません。

ビット は （パワーオン･リセット）です。パワーオン1 POR
･リセットでは「 」であり、その他の影響はありません。ユ0
ーザーは、パワーオン･リセットに続いてこのビットに「 」1
を書き込む必要があります。後続のリセットで、 がPOR
「 」の場合、パワーオン･リセットが発生している必要があ0
ることを示します（つまり、 が低すぎた可能性がありまVDD

す）。
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表 ： さまざまな状況でのタイムアウト9-3

発振器の構成 パワーアップ ブラウンアウト検出 スリープからの

ウエイクアップPWRTE = PWRTE = PWRTE = PWRTE =0 1 0 1
PWRT OSC OSC PWRT OSC OSC OSCXT HS LP T 1024 T 1024 T T 1024 T 1024 T 1024 T、 、 ＋ ･ ･ ＋ ･ ･ ･

─ ─ ─RC EC INTOSC､ ､ T TPWRT PWRT

表 ： ステータス ビットとその重要性9-4 /PCON
POR BOD TO PD

パワーオン･リセット0 u 1 1
ブラウンアウト検出1 0 1 1

リセットu u 0 u WDT
ウエイクアップu u 0 0 WDT

通常動作中の リセットu u u u MCLR
スリープ中の リセットu u 1 0 MCLR

： 変更なし、 不明記録 u = x =

表 ： ブラウンアウトに関連するレジスターの概要9-5
アドレス 名前 、 他のすべてBit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0 POR BOD

の値 のリセットの値

(1)
0001 1xxx 000q quuu03h STATUS IRP RP1 RPO TO PD Z DC C
---- --0x ---- --uq8Eh PCON POR BOD─ ─ ─ ─ ─ ─

： 変更なし。 不明。 未実装ビット、「 」として読み取り。 値は条件に依存します。記録 u = x = - = 0 q =
： その他の（パワーアップ以外の）リセットには、通常動作時の リセット、ブラウンアウト検出、ウォッチドッグ･注1 MCLR
タイマー･リセットが含まれます。

表 ： 特別なレジスターの初期化条件9-6
状態 プログラムカウンター レジスタ レジスタSTATUS PCON

0001 1xxx ---- --0xパワーオン･リセット 000h
000u uuuu ---- --uu通常動作中の リセットMCLR 000h
0001 0uuu ---- --uuスリープ中の リセットMCLR 000h
0000 uuuu ---- --uuWDT 000hリセット

uuu0 0uuu ---- --uuWDT PC 1ウエイクアップ ＋

0001 1uuu ---- --10ブラウンアウト検出 000h
uuu1 0uuu ---- --uuスリープからのスリープ解除 ＋PC 1(1)

： 未変更。 不明。 未実装ビット、「 」として読み取ります。記録 u = x = - = 0
： ウェイクアップが割り込みによるもので、グローバル･イネーブル･ビット が設定されている場合、 ＋ の実行後注1 GIE PC 1
に に割り込みベクトル（ ）がロードされます。PC 0004h
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表 ： レジスターの初期化条件9-7
レジスター アドレス パワーオン ･ 通常動作中の リセット ･ 割り込みによるスリープからのウェイクアップMCLR

･リセット ･ スリープ中の リセット ･ スリープから タイムアウトまでのウェイクアップMCLR WDT
･ リセットWDT

(1)･ ブラウンアウト検出

xxxx xxxx uuuu uuuu uuuu uuuuW ─

─ ─ ─INDF 00h/80h
xxxx xxxx uuuu uuuu uuuu uuuuTMR0 01h

(3)PCL 02h/82h PC 10000 0000 0000 0000 ＋
(4) (4)STATUS 03h/83h 0001 1xxx 000q quuu uuuq quuu

xxxx xxxx uuuu uuuu uuuu uuuuFSR 04h/84h
--xx xxxx --uu uuuu --uu uuuuGPIO 05h
---0 0000 ---0 0000 ---u uuuuPCLATH 0Ah/8Ah

(2)INTCON 0Bh/8Bh 0000 0000 0000 000u uuuu uuqq
(2 5)PIR1 0Ch 00-- 0--0 00-- 0--0 qq-- q--q 、

-000 0000 -uuu uuuu -uuu uuuuT1CON 10h
-0-0 0000 -0-0 0000 -u-u uuuuCMCON 19h
xxxx xxxx uuuu uuuu uuuu uuuuADRESH 1Eh
00-- 0000 00-- 0000 uu-- uuuuADCON0 1Fh
1111 1111 1111 1111 uuuu uuuuOPTION_REG 81h
--11 1111 --11 1111 --uu uuuuTRISIO 85h
00-- 0--0 00-- 0--0 uu-- u--uPIE1 8Ch
---- --0x ---- --uu ---- --uuPCON 8Eh (1 6)、

1000 00-- 1000 00-- uuuu uu--OSCCAL 90h
--11 -111 --11 -111 uuuu uuuuWPU 95h
--00 0000 --00 0000 --uu uuuuIOC 96h
0-0- 0000 0-0- 0000 u-u- uuuuVRCON 99h
0000 0000 0000 0000 uuuu uuuuEEDATA 9Ah
-000 0000 -000 0000 -uuu uuuuEEADR 9Bh
---- x000 ---- q000 ---- uuuuEECON1 9Ch
---- ---- ---- ---- ---- ----EECON2 9Dh
xxxx xxxx uuuu uuuu uuuu uuuuADRESL 9Eh
-000 1111 -000 1111 -uuu uuuuANSEL 9Fh

： 未変更。 不明。 未実装ビット、「 」として読み取り。 値は条件に依存します。記録 u = x = - = q =0
： が低くなりすぎると、パワーオン･リセットがアクティブになり、レジスターが異なる影響を受けます。注1 VDD

： およびまたは の つ以上のビットが影響を受けます（ウェイクアップを引き起こすため）。2 INTCON / PIR1 1
： ウェイクアップが割り込みによるもので、 ビットが設定されている場合、 には割り込みベクター（ ）がロ3 GIE PC 0004h
ードされます。

： 特定の条件のリセット値については、表 を参照してください。4 9-6
： ウェイクアップがデータ 書き込み完了によるものである場合、ビット 。 変換完了、ビット 。コ5 EEPROM 7 = A/D 6 =1 1
ンパレーター入力の変更、ビット 。またはタイマー ロールオーバー、ビット 。ウェイクアップを生成する他3 = 1 0 =1 1
のすべての割り込みは、これらのビットを にします。= u

： リセットがブラウンアウトによるものである場合、ビット 。他のすべてのリセットによりビット が発生しま6 0 = 0 = u0
す。
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9-7 MCLR V 1図 ： 電源投入時のタイムアウ･トシーケンス（ は に接続されていません）：ケースDD

9-8 MCLR V 2図 ： 電源投入時のタイムアウト･シーケンス（ は に接続されていません）：ケースDD

図 ： 電源投入時のタイムアウト･シーケンス（ は に接続）9-9 MCLR VDD
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割り込み9.4

には、 つの割り込みソースがあります；PIC12F629/675 7

• GP2/INT外部割り込み

オーバーフロー割り込み• TMR0
変更割り込み• GPIO

コンパレーター割り込み•
割り込み（ のみ）• A/D PIC12F675
オーバーフロー割り込み• TMR1
データ書き込み割り込み• EEPROM

割り込み制御レジスター（ ）および周辺割り込みINTCON
レジスター（ ）は、個々の割り込み要求をフラグ･ビットPIR
に記録します。 レジスターには、個別のグローバルINTCON
割り込み許可（ ）ビットもあります。GIE

グローバル割り込み許可ビット、 （ ）は、GIE INTCON<7>
マスクされていないすべての割り込みを有効にする（設定す

る場合）か、すべての割り込みを無効にする（クリアする場

合）。個々の割り込みは、 レジスターと レジスタINTCON PIE
ーの対応する許可ビットを使用して無効にできます。 はGIE
リセット時にクリアされます。

割り込み命令 から戻ると、割り込みルーチンが終RETFIE
了し、 ビットが設定され、マスクされていない割り込みGIE
が再び有効になります。

レジスタには、次の割り込みフラグが含まれていINTCON
ます：

ピン割り込み• INT
ポート変更割り込み• GP
オーバーフロー割り込み• TMR0

周辺割り込みフラグは、特殊レジスタ に含まれていまPIR1
す。対応する割り込み許可ビットは、特殊レジスタ に含PIE1
まれています。

次の割り込みフラグが レジスターに含まれています：PIR

データ書き込み割り込み• EEPROM
割り込み• A/D

コンパレーター割り込み•
タイマー オーバーフロー割り込み• 1

割り込みが処理されるとき：

はクリアされ、それ以上の割り込みは無効になります• GIE
戻りアドレスはスタックにプッシュされます•
に がロードされています• PC 0004h

割り込みサービス･ルーチンに入ると、割り込みのフラグ･

ビットをポーリングすることで、割り込みのソースを特定で

きます。 の再帰割り込みを回避するために、割り込GP2/INT
みを再度有効にする前に、ソフトウェアで割り込みフラグ･ビ

ットをクリアする必要があります。

ピンや ポート変更割り込みなどの外部割り込みイベINT GP
ントの場合、割り込み潜在は 命令サイクルまたは 命令サイ3 4
クルになります。正確な潜在は、割り込みイベントがいつ発

9-11 1生するかによって異なります（図 を参照）。潜在は、

サイクルまたは サイクルの命令で同じです。割り込みサー2
ビスルーチンに入ると、割り込みのフラグ･ビットをポーリン

グすることで、割り込みのソースを特定できます。複数の割

り込み要求を避けるために、割り込みを再度有効にする前

に、ソフトウェアで割り込みフラグ･ビットをクリアする必要

があります。

： 対応するマスク･ビットまたは ビットの状態に注1 GIE
関係なく、個々の割り込みフラグ･ビットが設定さ

れます。

： ビットをクリアする命令が実行されると、次の2 GIE
サイクルで実行が保留されていた割り込みは無視

されます。 無視された割り込みは、 ビットがGIE
再度設定されたときに、まだサービスが保留され

ています。
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図 ： 割り込みロジック9-10

： のみ注1 PIC12F675
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割り込み9.4.1 GP2/INT

ピンの外部割り込みはエッジ･トリガーです。GP2/INT
ビット（ ）がセットされている場合は立INTEDG OPTION<6>

ち上がり、 ビットがクリアされている場合は立ち下INTEDG
がり。有効なエッジが ピンに現れると、 ビットGP2/INT INTF

INTCON<1> INTE（ ）がセットされます。この割り込みは、

制御ビット（ ）をクリアすることで無効にできINTCON<4>
ます。この割り込みを再度有効にする前に、割り込みサービ

ス･ルーチンのソフトウェアで ビットをクリアする必要INTF
があります。スリープに入る前に ビットが設定されていINTE
る場合、 割り込みはスリープからプロセッサーをウGP2/INT
ェイクアップできます。 ビットのステータスは、ウェイGIE
クアップ後にプロセッサーが割り込みベクターに分岐するか

セクションどうかを決定します。スリープの詳細については

を、 割り9.7「パワーダウン･モード（スリープ）」 GP2/INT
込みを介したスリープからのウェイクアップのタイミングに

ついては図 を参照してください。9-13

割り込み9.4.2 TMR0

TMR0 FFh 00h T0IFレジスターのオーバーフロー（ → ）は、

（ ）ビットを設定します。 （ ）INTCON<2> T0IE INTCON<5>
ビットをセット クリアすることで、割り込みを有効 無効に/ /

セクシできます。タイマー モジュールの操作については、0
タイマー を参照してください。ョン 「 モジュール」4.0 0

： （ ）および （ ）レジスター注釈 ANSEL 9Fh CMCON 19h
を初期化して、アナログ･チャネルをデジタル入力

として構成する必要があります。アナログ入力と

ANSELして設定されたピンは「 」になります。0
レジスターは 用に定義されています。PIC12F675

割り込み9.4.3 GPIO

変更時の入力変更により、 （ ）ビッGPIO GPIF INTCON<0>
トが設定されます。割り込みは、 （ ）ビッGPIE INTCON<3>
トをセット クリアすることで有効 無効にできます。さら/ /
に、 レジスターを使用して個々のピンを構成できます。IOC

コンパレーター割り込み9.4.4

6.9コンパレーター割り込みの説明については、セクション

を参照してください。「コンパレーター割り込み」

コンバーター割り込み9.4.5 A/D

変換が完了すると、 フラグ（ ）が設定されまADIF PIR<6>
す。 （ ）を設定またはクリアすることで、割りADIE PIE<6>
込みを有効無効にできます。/

セクションA/Dコンバーター割り込みの動作については、
「 コンバーター（ ）モジュール（ の7.0 A/D A/D PIC12F675
を参照してください。み）」

： 読み取り操作の実行中に（ ピンの変更が発生し注釈 I/O
た場合（ サイクルの開始））、 割り込みフQ2 GPIF
ラグが設定されないことがあります。

図 ： ピン割り込みのタイミング9-11 INT

： フラグはここでサンプリングされます（ ごと）。注1 INTF Q1
〜： 非同期割り込みレイテンシ 。 同期レイテンシ 、ここで 命令サイクル時間。 レイテンシは、 （ ）2 = 3 4TCY = 3 TCY TCY = Inst PC

がシングルサイクルでも サイクルでも同じです。2
： は、 オシレータモードでのみ使用できます。3 CLKOUT RC
： パルスの最小幅については、 仕様を参照してください。4 INT AC
： は、 サイクル中いつでも設定できるようになっています。5 INTF Q4-Q1
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表 ： 割り込みレジスターの概要9-8
アドレス 名前 、 他のすべてBit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0 POR BOD

の値 のリセットの値

0000 0000 0000 000u0Bh 8Bh INTCON GIE PEIE T0IE INTE GPIE T0IF INTF GPIF､

00-- 0--0 00-- 0--00Ch PIR1 EEIF ADIF CMIF TMR1IF─ ─ ─ ─

00-- 0--0 00-- 0--08Ch PIE1 EEIE ADIE CMIE TMR1IE─ ─ ─ ─

： 不明。 変更なし。 「 」として実装されていない読み取り。 値は条件に依存します。記録 x = u = - = 0 q =
網掛け部分は、割り込みモジュールでは使用されません。

割り込み中のコンテキスト（属性）保存9.5

割り込み中、 の戻り値のみがスタックに保存されます。PC
通常、ユーザーは、割り込み中にキー･レジスター（たとえ

ば、 レジスターと レジスター）を保存したい場合W STATUS
があります。これはソフトウェアに実装する必要がありま

す。例 は、 および レジスターを保存および復元9-2 STATUS W
します。ユーザー･レジスター は両方のバンクで定W_TEMP
義する必要があり、バンク･ベース･アドレスから同じオフセ

ットで定義する必要があります（つまり、 はバンクW_TEMP
の で定義され、バンク の でも定義する必要があ0 0x20 1 0xA0
ります）。ユーザー･レジスタ は、バンク でSTATUS_TEMP 0
定義する必要があります。例 ：9-2

レジスタを保存します• W
ステータ･スレジスターをバンク に格納します• 0
コードを実行します• ISR

（およびバンク選択ビット･レジスター）を復元し• STATUS
ます

レジスターを復元します• W

例 ： にステータスと レジスターを保存す9-2 RAM W
る

MOVWF W_TEMP ;copy W to temp register,
could be in either bank

SWAPF STATUS,W ;swap status to be saved
into W

BCF STATUS,RP0 ;change to bank 0
regardless of current
bank

MOVWF STATUS_TEMP ;save status to bank 0
register

:
:(ISR)
:

SWAPF STATUS_TEMP,W ;swap STATUS_TEMP
register into W,
sets bank to original
state

MOVWF STATUS ;move W into STATUS
register

SWAPF W_TEMP,F ;swap W_TEMP
SWAPF W_TEMP,W ;swap W_TEMP into W

9.6 (WDT)ウォッチドッグ･タイマー

ウォッチドッグ･タイマーはフリー･ランニングのオンチッ

プ 発信器であり、外部コンポーネントは不要です。このRC
発振器は、 ピンおよび の外部 発振器とRC CLKIN INTOSC RC

は別です。つまり、デバイスの および ピンのクロOSC1 OSC2
ックが（たとえば、 命令の実行によって）停止されたSLEEP
場合でも、 が実行されます。通常の動作中に、 タWDT WDT
イムアウトによりデバイス･リセットが生成されます。デバイ

スがスリープ･モードの場合、 タイムアウトによりデバWDT
イスが起動し、通常の動作が続行されます。構成ビット

WDTE WDTをクリアとしてプログラミングすることにより、

セクション 「構成ビッを永続的に無効にできます（ 9.1
）。ト」

期間9.6.1 WDT

の公称タイムアウト期間は です（プリスケーWDT 18 ms
ラーなし）。タイムアウト期間は、温度、 、および過程VDD

ごとの過程ごとに異なります（ 仕様を参照）。より長いタDC
イムアウト期間が必要な場合は、 レジスターに書きOPTION
込むことにより、ソフトウェア制御下で最大 の分周比1:128
を持つプリスケーラーを に割り当てることができます。WDT
したがって、最大 のタイムアウト期間を実現できま2.3 s
す。

および 命令は、 に割り当てられているCLRWDT SLEEP WDT
場合、 およびプリスケーラーをクリアし、タイムアウトWDT
してデバイス･リセットを生成しないようにします。

STATUSウォッチドッグ･タイマーがタイムアウトすると、

レジスターの ビットがクリアされます。TO

プログラミングの考慮事項9.6.2 WDT

また、ワースト･ケース条件（つまり、 ＝最小、温度＝VDD

最大、最大 プリスケーラー）では、 タイムアウトWDT WDT
が発生するまでに数秒かかる場合があることも考慮に入れる

必要があります。
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図 ： ウォッチドッグ･タイマーのブロック図9-12

表 ： ウォッチドッグ･タイマー･レジスターの概要9-9
アドレス 名前 、 他のすべてBit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0 POR BOD

の値 のリセットの値

1111 1111 1111 111181h OPTION_REG GPPU INTEDG T0CS T0SE PSA PS2 PS1 PS0
uuuu uuuu uuuu uuuu2007h CP BODEN MCLRE PWRTE WDTE F0SC2 F0SC1 F0SC0構成ビット

： 変更されず。網掛けのセルはウォッチドッグタイマーによって使用されません。記録 u =

： 、 、 、 ～ はオプション･レジスターのビットです。注1 T0SE T0CS PSA PS0 PS2
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パワーダウン･モード（スリープ）9.7

命令を実行すると、パワーダウン･モードに入りまSLEEP
す。

ウォッチドッグ･タイマーが有効になっている場合：

はクリアされますが、実行し続けます• WDT
レジスタの ビットがクリアされます• STATUS PD

ビットが設定されています• TO
発振器ドライバーがオフになっています•
ポートは、スリープが実行される前の状態（高、低、ま• I/O

たは高インピーダンスの駆動）を維持します。

このモードでの消費電流を最小限に抑えるには、すべての

ピンを または にし、 ピンから電流を引き出す外I/O V V I/ODD SS
部回路を使用せず、コンパレーターと を無効にする必CVREF

要があります。高インピーダンス入力である ピンは、フロI/O
ーティング入力に起因するスイッチング電流を避けるため

に、外部で または にプルアップする必要がありまHigh Low
DDす。 入力は、消費電流を最小限に抑えるために、T0CKI V

または にする必要があります。 のオンチップ･プルV GPIOSS

アップからの寄与を考慮する必要があります。

ピンは論理 レベル（ ）でなければなりまMCLR High VIHMC

せん。

スリープからのウェイクアップ（蘇り）9.7.1
デバイスは、次のいずれかのイベントを通じてスリープか

ら復帰できます。

ピンの外部リセット入力1. MCLR
ウォッチドッグ･タイマー･ウェイクアップ（ が有効2. WDT
になっている場合）

ピンからの割り込み、 の変更、または周辺3. GP2/INT GPIO
割り込み。

： タイムアウトによって生成されたリセット注釈 WDT
は、 ピンを に駆動しないことに注意してMCLR Low
ください。

最初のイベントにより、デバイスがリセットされます。後

者の つのイベントは、プログラム実行の継続と見なされま2
す。 レジスタの および ビットを使用して、デSTATUS TO PD
バイス･リセットの原因を特定できます。電源投入時に設定さ

れる ビットは、スリープが呼び出されるとクリアされまPD
す。 ウェイクアップが発生した場合、 ビットはクリWDT TO
アされます。

命令が実行されているとき、次の命令（ ＋ ）がSLEEP PC 1
プリフェッチされます。デバイスが割り込みイベントを介し

てウェイクアップするには、対応する割り込み許可ビットを

GIE設定（有効）する必要があります。ウェイクアップは、

ビットの状態に関係ありません。 ビットがクリア（無GIE
効）の場合、デバイスは 命令の後の命令で実行を継続SLEEP
します。 ビットが設定（有効）されている場合、デバイGIE
スは 命令の後に命令を実行し、割り込みアドレスSLEEP
（ ）に分岐します。 に続く命令の実行が望まし0004h SLEEP
くない場合、ユーザーは 命令の後に を持つ必要がSLEEP NOP
あります。

は、ウェイクアップのソースに関係なく、デバイスがWDT
スリープからウェイクアップするとクリアされます。

： グローバル割り込みが無効になっている（ がク注釈 GIE
リアされている）が、割り込みソースに割り込み

有効ビットと対応する割り込みフラグ･ビットの両

方が設定されている場合、デバイスはすぐにスリ

ープから復帰します。 命令は完全に実行さSLEEP
れます。

図 ： 割り込みによるスリープからのウェイクアップ9-13

注 ： 、 、または オシレーターモードを想定しています。1 XT HS LP
： （縮尺どおりに描画）。 モードでは、約 秒の遅延が発生します。 モードでのスリープ遅延から2 TOST = 1024TOSC RC Osc 1 INTOSC

のウェイクアップについては、セクション を参照してください。12
： を想定。 この場合、ウェイクアップ後、プロセッサは割り込みルーチンにジャンプします。 の場合、実行はインライ3 GIE = 1 GIE = 0

ンで続行されます。

： は、 、 、 、または モードでは使用できませんが、タイミングの参考としてここに示しています。4 CLKOUT XT HS LP EC Osc
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コード保護9.8

コード保護ビットがプログラムされていない場合、オンチ

ップ･プログラム･メモリーを検証のために読み出すことがで

きます。

ロケーション（場所）9.9 ID

つのメモリー場所（ ～ ）は、ユーザーがチェ4 2000h 2003h
ックサムまたは他のコード識別番号を保存できる 場所としID
て指定されています。これらの場所は、通常の実行中はアク

セスできませんが、プログラム検証中は読み取りおよび書き/
込み可能です。 場所の下位 ビットのみが使用されます。ID 7

インサーキット･シリアル･プログラミング9.10

マイクロコントローラーは、最終アプリケPIC12F629/675
ーション回路内でシリアルにプログラムできます。これは、

クロックとデータ用の 行と、次の 行で簡単に実行できま2 3
す。

電源•
接地•
プログラミング電圧•

これにより、顧客はプログラムされていないデバイスでボ

ードを製造し、製品を出荷する直前にマイクロコントローラ

ーをプログラムすることができます。これにより、最新のフ

ァームウェアまたはカスタム･ファームウェアをプログラムす

ることもできます。

GP0 GP1 Low MCLRデバイスは、 および ピンを に保持し、

V V V /（ ）ピンを から に上げることにより、プログラムPP IL IHH

ベリファイ（検証）モードになります（プログラミング仕様

を参照）。 がプログラミング･データになり、 がプロGP0 GP1
グラミング･クロックになります。･このモードでは、 とGP0

は両方ともシュミット･トリガー入力です。GP1

リセット後、デバイスをプログラミング検証モードにする/
には、 は の位置にあります。次に、 ビットのコマンPC 00h 6
ドがデバイスに提供されます。コマンドに応じて、コマンド

がロードであるか読み取りであるかに応じて、デバイスとの

間で ビットのプログラム･データーが提供されます。シリ14
アル･プログラミングの詳細については、プログラミング仕様

を参照してください。

典型的なインサーキット･シリアル･プログラミング接続を

図 に示します。9-14

： コード保護がオフになると、データ と注釈 EEPROM
フラッシュ･プログラム･メモリー全体が消去され

ます。 校正データも消去されます。詳細INTOSC
については、 プログラミング仕様PIC12F629/675
を参照してください。

図 ： 典型的なインサーキット･シリアル･プログラ9-14
ミング接続

インサーキット･デバッガー9.11

インサーキット･デバッグにはクロック、データ、 ピMCLR
ンの損失が必要であるため、 ピン･デバイスを使用した8

開発は実用的ではありません。特別な ピンMPLABR ICD 2 14
デバイスを と共に使用して、PIC12F675-ICD MPLAB ICD 2

クロック、データ、 ピンを個別に提供し、通常使用可MCLR
能なすべてのピンをユーザーに解放します。

この特別な デバイスはヘッダーの上部に取り付けらICD
れ、その信号は コネクタにルーティングされMPLAB ICD 2
ます。ヘッダーの下部には ピン･ソケットがあり、 ピン･ス8 8
タンドオフ･コネクタを介してユーザーのターゲットに差し込

みます。

デバイスの ピンを に保持すると、PIC12F675-ICD ICD Low
インサーキット･デバッガー機能が有効になります。この機能

を使用すると、 で簡単なデバッグ機能を使用でMPLAB ICD 2
きます。マイクロコントローラーでこの機能を有効にする

と、一部のリソースが一般的に使用できなくなります。表

は、バックグラウンド･デバッガによって消費される機能9-10
を示しています。

表 ： デバッガー･リソース9-10
I/O ICDCLK, ICDDATAピン

スタック レベル1
プログラム･メモリー アドレス は でなけれ0h NOP

ばなりません

300h 3FEh～

詳細については、マイクロチップ社の サイトWeb
www.microchip.com 8 MPLAB ICD 2（ ）で入手可能な ピン

ヘッダー情報シート（ ）を参照してください。DS51292



page 70 DS41190G 2010 Microchip Technology Inc.（ ） ã

PIC12F629/675
注意：
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命令セットの概要10.0

命令セットは高度に直交しており、 つのPIC12F629/675 3
基本的なカテゴリーで構成されています。

の操作• バイト指向
の操作• ビット指向

操作• リテラルおよび制御

各 命令は、命令タイプを指定するオペコーPIC12F629/675
ドと、命令の動作をさらに指定する つ以上のオペランドに1
分割された ビット･ワードです。各カテゴリーの形式を図14

に示し、さまざまなオペコード･フィールド（分野）を表10-1
にまとめます。10-1

表 に、 アセンブラが認識する命令を示しま10-2 MPASM™
す。各命令の詳細な説明は、 ミッドレンジ･リファレンPIC®
ス･マニュアアル（ ）にも記載されています。DS33023

の命令の場合、「 」はファイル･レジスター指バイト指向 f
定子を表し、「 」は宛先指定子を表します。ファイル･レジd
スター指定子は、命令が使用するファイル･レジスターを指定

します。

宛先指定子は、操作の結果を配置する場所を指定します。

「 」がゼロの場合、結果は レジスターに格納されます。d W
「 」が の場合、結果は命令で指定されたファイル･レジスd 1
ターに配置されます。

命令の場合、「 」は操作の影響を受けるビッビット指向 b
トを選択するビット･フィールド指定子を表し、「 」はビッf
トが配置されているファイルのアドレスを表します。

k 8 11リテラルおよび制御操作の場合、「 」は ビットまたは

ビットの定数、またはリテラル値を表します。

つの命令サイクルは、 つの発信器周期で構成されていま1 4
4 MHz 1す。発振器周波数が の場合、通常の命令実行時間は

です。条件付きテストが真であるか、命令の結果としてプµs
ログラム･カウンターが変更されない限り、すべての命令は単

一の命令サイクル内で実行されます。これが発生すると、実

行には 命令サイクルがかかり、 番目のサイクルは とし2 2 NOP
て実行されます。

すべての命令例では、「 」という形式を使用して 進0xhh 16
数を表します。「 」は 進数を表します。h 16

リード モデファイ ライト（読み取り 変更 書き込10.1 - - - -
み）操作

命令の一部としてファイル･レジスターを指定する命令は、

（ ）操作を実行します。レジスタRead-Modify-Write R-M-W
ーが読み取られ、データが変更され、結果が命令または宛先

指定子「 」に従って保存されます。命令がそのレジスターd
に書き込む場合でも、読み取り操作はレジスターに対して実

行されます。

： 将来の製品との上位互換性を維持するために、注釈

および 命令を使用しないでくださOPTION TRISIO
い。

たとえば、 命令は を読み取り、すべてのCLRF GPIO GPIO
データビットをクリアしてから、結果を に書き戻しまGPIO
す。この例では、 フラグを設定する条件がクリアされるGPIF
という意図しない結果になります。

表 ： オペコード･フィールドの説明10-1
分野 説明

レジスタファイル･アドレス（ ～ ）f 0x00 0x7F
ワーキング･レジスター（アキュムレーター）W
ビット･ファイル･レジスタ内のビット･アドレスb 8
リテラル分野、定数データまたはラベルk
場所を気にしない（ または ）。x = 0 1
アセンブラーは、 のコードを生成します。x = 0
すべての ソフトウェア･ツールとの互換性Microchip
のために推奨される使用形態です。

宛先選択； ： 結果を に保存し、d d=0 W
： ファイル･レジスターに結果を保存します。d=1 f

デフォルトは です。d=1
プログラム･カウンターPC
タイムアウト･ビットTO
パワーダウン･ビットPD

図 ： 命令の一般的な形式10-1
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表 ： 命令セット10-2 PIC12F629/675

ニーモニック、 説明 サ イ ク ビット･オペコード 影響を受ける 注意14
オペランド ル ステータスMSb LSb

バイト指向のファイルレジスタ操作

ADDWF f, d W f 1 C DC Z 1,2との加算 、 、00 0111 dfff ffff
ANDWF f, d W f 1 Z 1,2との論理積 00 0101 dfff ffff
CLRF f Clear f 1 Z 200 0001 lfff ffff
CLRW Clear W 1 Z─ 00 0001 0xxx xxxx
COMF f, d f 1 Z 1,2コンプリメント 00 1001 dfff ffff
DECF f, d f 1 Z 1,2デクリメント 00 0011 dfff ffff
DECFSZ f, d f 0 1(2) 1,2,3をデクリメント、 の場合スキップ 00 1011 dfff ffff
INCF f, d f 1 Z 1,2インクリメント 00 1010 dfff ffff
INCFSZ f, d f 0 1(2) 1,2,3インクリメント、 の場合スキップ 00 1111 dfff ffff
IORWF f, d OR W f 1 Z 1,2インクルーシヴ と 00 0100 dfff ffff
MOVF f, d Move f 1 Z 1,200 1000 dfff ffff

00 0000 lfff ffffMOVWF f Move W f 1→

00 0000 0xx0 0000NOP 1─ 操作なし

RLF f, d f 1 C 1,2キャリーを介して を左回転 00 1101 dfff ffff
RRF f, d f 1 C 1,2キャリーを介して を右回転 00 1100 dfff ffff
SUBWF f, d f W 1 C DC Z 1,2から を引く 、 、00 0010 dfff ffff
SWAPF f, d f 1 1,2のニブルを交換する 00 1110 dfff ffff
XORWF f, d OR W f 1 Z 1,2排他的 の と 00 0110 dfff ffff

ビット指向のファイルレジスタ操作

BCF f, b f 1 1,2のビット･クリヤー 01 00bb bfff ffff
BSF f, b f 1 1,2のビット･セット 01 01bb bfff ffff
BTFSC f, b f 1(2) 3のビット･テスト、クリアの場合スキ 01 10bb bfff ffff
BTFSS f, b 1(2) 3ップ 01 11bb bfff ffff

のビット･テスト、セットの場合はスf
キップ

リテラルおよび制御操作

ADDLW k W 1 C DC Zリテラルと の加算 、 、11 111x kkkk kkkk
ANDLW k W AND 1 Zリテラルと の 論理積 11 1001 kkkk kkkk

10 0kkk kkkk kkkkCALL k 2コール･サブルーチン

CLRWDT 1 TO PD─ クリヤー･ウォッチドッグタイマー 、00 0000 0110 0100
10 1kkk kkkk kkkkGOTO k Go to 2アドレス

IORLW k OR W 1 Zインクルーシヴ リテラルと 11 1000 kkkk kkkk
11 00xx kkkk kkkkMOVLW k Move to W 1リテラル

00 0000 0000 1001RETFIE Return from 2─ 割り込み

11 01xx kkkk kkkkRETLW k Return W 2、 のリテラルで戻る

00 0000 0000 1000RETURN Return from 2─ サブルーチン

SLEEP 1 TO PD─ スタンバイ･モードに入る 、00 0000 0110 0011
SUBLW k W 1 C DC Zリテラルから を引く 、 、11 110x kkkk kkkk
XORLW k OR W 1 Zエクスクルーシヴ リテラルと 11 1010 kkkk kkkk
： レジスターがそれ自体の機能として変更されると（例： ）、使用される値はピン自体に存在する値に注1 I/O MOVF GPIO,1
なります。たとえば、入力として設定されたピンのデータ･ラッチが「 」で、外部デバイスによって に駆動された1 Low
場合、データは「 」で書き戻されます。0

： この命令が レジスター（および、該当する場合、 ）で実行される場合、プリスケーラーはタイマー モジュー2 TMR0 d=1 0
ルに割り当てられている場合はクリアされます。

： プログラム･カウンター（ ）が変更された場合、または条件付きテストが真の場合、命令には サイクルが必要です。3 PC 2
番目のサイクルは として実行されます。2 NOP

： ミッドレンジ命令セットの追加情報については、 ミッドレンジ ファミリー･リファレンス･マニュアル注釈 PIC® MCU
（ ）をご覧ください。DS33023
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命令の説明10.2

ADDLW Add Literal and W
[ ] k構文： label ADDLW
0 k 255オペランド： ≦ ≦

(W) k (W)操作： ＋ →

C DC Z影響ステータス： 、 、

説明： レジスタの内容が ビット･リテラW 8
ル「 」に加算され、結果が レジスk W
ターに配置されます。

ADDWF Add W and f
[ ] f,d構文： label ADDWF
0 f 127オペランド： ≦ ≦

d [0 1]∈ 、

(W) (f) ( )操作： ＋ → 宛先

C DC Z影響ステータス： 、 、

説明： レジスターの内容をレジスターW
「 」に加算します。「 」が の場f d 0
合、結果は レジスターに保存されW
ます。「 」が の場合、結果はレジd 1
スター「」に保存されます。f

ANDLW AND Literal with W
[ ] k構文： label ANDLW
0 k 255オペランド： ≦ ≦

(W) .AND. (k) (W)操作： →

Z影響ステータス：

説明： レジスターの内容と、 ビット･リW 8
テラル「 」とで 演算されまk AND
す。結果は レジスターに格納されW
ます。

ANDWF AND W with f
[ ] f,d構文： label ANDWF
0 f 127オペランド： ≦ ≦

d [0 1]∈ 、

(W) .AND. (f) ( )操作： → 宛先

Z影響ステータス：

説明： レジスター「」と レジスターとのf W
演算されます。「 」が の場AND d 0

合、結果は レジスターに保存されW
ます。「 」が の場合、結果はレジd 1
スター「」に保存されます。f

BCF Bit Clear f
[ ] f,b構文： label BCF
0 f 127オペランド： ≦ ≦

0 b 7≦ ≦

0 (f<b>)操作： →

影響ステータス： なし

説明： レジスター「 」のビット「 」はクf b
リアされます。

BSF Bit Set f
[ ] f,b構文： label BSF
0 f 127オペランド： ≦ ≦

0 b 7≦ ≦

1 (f<b>)操作： →

影響ステータス： なし

説明： レジスター「 」のビット「 」はセf b
ットされます。

BTFSS Bit Test f Skip if Set、

[ ] f,b構文： label BTFSS
0 f 127オペランド： ≦ ≦

0 b 7≦ ≦

操作： ならスキップ(f<b>) = 1
影響ステータス： なし

説明： レジスター「 」のビット「 」がf b
「 」の場合、次の命令が実行され0
ます。

ビット「 」が「 」の場合、次のb 1
命令は破棄され、代わりに が実NOP
行され、これが 命令になりま2 TCY

す。
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BTFSC Bit Test Skip if Clear、

[ ] f,b構文： label BTFSC
0 f 127オペランド： ≦ ≦

0 b 7≦ ≦

操作： ならスキップ(f<b>) = 0
影響ステータス： なし

説明： レジスター「 」のビット「 」がf b
「 」の場合、次の命令が実行され1
ます。

レジスター「 」のビット「 」がf b
「 」の場合、次の命令は破棄さ0
れ、代わりに が実行され、これNOP
が 命令になります。2 TCY

CALL Call Subroutine
[ ] k構文： label CALL
0 k 2047オペランド： ≦ ≦

操作： ＋ → 、(PC) 1 TOS
→ 、k PC<10:0>

(PCLATH<4:3>) PC<12:11>→

影響ステータス： なし

説明： サブルーチンを呼び出します。最初

に、戻りアドレス（ ＋ ）がスタPC 1
ックにプッシュされます。 ビット11

PC <10:0>の即値アドレスは、 ビット

にロードされます。 の上位ビットPC
は からロードされます。PCLATH

は サイクルの命令です。CALL 2

CLRF Clear f
[ ] f構文： label CLRF
0 f 127オペランド： ≦ ≦

00h (f)操作： →

1 Z→

Z影響ステータス：

説明： レジスター「 」の内容がクリアさf
れ、 ビットがセットされます。Z

CLRW Clear W
CLRW構文： [ ]label

オペランド： なし

00h (W)操作： →

1 Z→

Z影響ステータス：

説明： レジスタがクリアされます。ゼロW
ビット（ ）がセットされます。Z

CLRWDT Clear Watchdog Timer
CLRWDT構文： [ ]label

オペランド： なし

00h WDT操作： →

→ プリスケーラー、0 WDT
1 TO→

1 PD→

TO PD影響ステータス： 、

説明： 命令は、ウォッチドッグ･CLRWDT
タイマーをリセットします。また、

のプリスケーラーもリセットしWDT
ます。

ステータス･ビット および がTO PD
セットされます。

COMF Complement f
[ ] f,d構文： label COMF
0 f 127オペランド： ≦ ≦

d [0 1]∈ 、

(f) ( )操作： → 宛先

Z影響ステータス：

説明： レジスター「 」の内容は補完されまf
す。「 」が の場合、結果は に格d W0
納されます。「 」が の場合、結果d 1
はレジスター「」に格納されます。f

DECF Decrement f
[ ] f,d構文： label DECF
0 f 127オペランド： ≦ ≦

d [0 1]∈ 、

(f) 1 ( )操作： － → 宛先

Z影響ステータス：

説明： レジスター「 」をデクリメントしまf
す。「 」が の場合、結果は レジd W0
スターに保存されます。「 」が のd 1
場合、結果はレジスター「」に保存f
されます。
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DECFSZ Decrement f, Skip if 0
[ ] f,d構文： label DECFSZ
0 f 127オペランド： ≦ ≦

d [0 1]∈ 、

(f) 1 ( );操作： － → 宛先

結果 の場合スキップ= 0
影響ステータス： なし

説明： レジスター「 」の内容を減少しまf
す。「 」が の場合、結果は レジd W0
スターに配置されます。「 」が のd 1
場合、結果はレジスター「」に戻さf
れます。

結果が の場合、次の命令が実行1
されます。結果が の場合、代わり0
に が実行され、 命令になNOP 2 TCY

ります。

（ 無 条 件 分GOTO Unconditional Branch
岐）

[ ] k構文： label GOTO
0 k 2047オペランド： ≦ ≦

k PC<10:0>操作： →

PCLATH<4:3> PC<12:11>→

影響ステータス： なし

説明： は無条件分岐です。 ビットGOTO 11
の即値が ビット にロードPC <10:0>
されます。 の上位ビットは、PC

からロードされます。PCLATH<4:3>
は サイクルの命令です。GOTO 2

INCF Increment f
[ ] f,d構文： label INCF
0 f 127オペランド： ≦ ≦

d [0 1]∈ 、

(f) 1 ( )操作： ＋ → 宛先

Z影響ステータス：

説明： レジスター「」の内容が増分されまf
す。「 」が の場合、結果は レジd W0
スターに配置されます。「 」が のd 1
場合、結果はレジスター「」に戻さf
れます。

INCFSZ Increment f, Skip if 0
[ ] f,d構文： label INCFSZ
0 f 127オペランド： ≦ ≦

d [0 1]∈ 、

操作： ＋ → 宛先 、(f) 1 ( )
結果 の場合スキップ= 0

影響ステータス： なし

説明： レジスター「 」の内容が増分されまf
す。「 」が の場合、結果は レジd W0
スターに配置されます。「 」が のd 1
場合、結果はレジスター「」に戻さf
れます。

結果が の場合、次の命令が実行1
されます。結果が の場合、代わり0
に が実行され、 命令になNOP 2 TCY

ります。

IORLW Inclusive OR Literal with W
[ ] k構文： label IORLW
0 k 255オペランド： ≦ ≦

(W) .OR. k (W)操作： →

Z影響ステータス：

説明： レジスターの内容は、 ビット･リW 8
テラル「 」と 演算されます。結k OR
果は レジスターに格納されます。W

IORWF Inclusive OR W with f
[ ] f,d構文： label IORWF
0 f 127オペランド： ≦ ≦

d [0 1]∈ 、

(W) .OR. (f) ( )操作： → 宛先

Z影響ステータス：

説明： レジスターとレジスター「」とのW f
演算されます。「 」が の場OR d 0

合、結果は レジスターに配置されW
ます。「 」が の場合、結果はレジd 1
スター「」に戻されます。f
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MOVF Move f
[ ] f,d構文： label MOVF
0 f 127オペランド： ≦ ≦

d [0 1]∈ 、

(f) ( )操作： → 宛先

Z影響ステータス：

説明： レジスター の内容は、 のステータf d
d =スに応じて宛先に移動されます。

W d0 の場合、宛先は レジスタです。

の場合、宛先はファイル･レジス= 1
ター 自体です。ステータス･フラグf
が影響を受けるため、 はファZ d = 1
イル･レジスターのテストに役立ちま

す。

1ワード：

1サイクル：

MOVF FSR, 0例：

：命令の後

レジスターの値W = FSR
Z = 1

MOVLW Move literal to W
[ ] k構文： label MOVLW
0 k 255オペランド： ≦ ≦

k (W)操作： →

影響ステータス： なし

説明： ビットのリテラル「 」が レジス8 k W
do n'tターにロードされます。「

」は「 」としてアセンブルさcare 0
れます。

1ワード：

1サイクル：

MOVLW 0x5A例：

：命令の後

W = 0x5A

MOVWF Move W to f
[ ] f構文： label MOVWF
0 f 127オペランド： ≦ ≦

(W) (f)操作： →

影響ステータス： なし

説明： データを レジスターからレジスタW
ー「」に移動します。f
1ワード：

1サイクル：

MOVWF OPTION例：

：命令の前

OPTION= 0xFF
W = 0x4F
：命令の後

OPTION= 0x4F
W = 0x4F

NOP No Operation
NOP構文： [ ]label

オペランド： なし

操作： 動作なし

影響ステータス： なし

説明： 動作なし

1ワード：

1サイクル：

NOP例：
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RETFIE Return from Interrupt
RETFIE構文： [ ]label

オペランド： なし

操作： → 、TOS PC
1 GIE→

影響ステータス： なし

POP説明： 割り込みから戻る。スタックは

され、 （ ）が にTop-of-Stack TOS PC
ロードされます。割り込みは、グロ

GIEーバル割り込み許可ビット

（ ）を設定することでINTCON<7>
有効になります。これは サイクル2
の命令です。

1ワード：

2サイクル：

RETFIE例：

：命令の後

PC = TOS
GIE = 1

RETLW Return with literal in W
[ ] k構文： label RETLW
0 k 255オペランド： ≦ ≦

操作： → ；k (W)
TOS PC→

影響ステータス： なし

説明： レジスターには、 ビット･リテラW 8
ル「 」がロードされます。プログラk
ム･カウンターは、スタックの先頭

（戻りアドレス）から読み込まれま

す。これは サイクルの命令です。2
1ワード：

2サイクル：

例：

：命令の前

W = 0x07
：命令の後

W = value of k8

RETURN Return from Subroutine
RETURN構文： [ ]label

オペランド： なし

TOS PC操作： →

影響ステータス： なし

説明： サブルーチンから戻ります。スタッ

クが され、スタックの最上部POP
（ ）がプログラム･カウンターTOS
にロードされます。これは サイク2
ルの命令です。

CALL TABLE;W contains table
;offset value
;W now has table value・

・TABLE
・

ADDWF PCL ;W = offset
RETLW k1 ;Begin table
RETLW k2 ;
・

・

・

RETLW kn ; End of table
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RLF Rotate Left f through Carry
[ ] f,d構文： label RLF
0 f 127オペランド： ≦ ≦

d [0 1]∈ 、

操作： 以下の説明を参照してください

C影響ステータス：

説明： レジスター「」の内容は、キャリーf
･フラグを介して左に ビット回転し1
ます。「 」が の場合、結果は レd W0

1ジスターに配置されます。「 」がd
の場合、結果はレジスタ「」に保存f
されます。

RRF Rotate Right f through Carry
[ ] f,d構文： label RRF
0 f 127オペランド： ≦ ≦

d [0 1]∈ 、

操作： 以下の説明を参照してください

C影響ステータス：

説明： レジスター「」の内容は、キャリーf
･フラグを介して ビット右に回転し1
ます。「 」が の場合、結果は レd W0

1ジスターに配置されます。「 」がd
の場合、結果はレジスタ「」に戻さf
れます。

SLEEP
SLEEP構文： [ ]label

オペランド： なし

操作： → 、00h WDT
→ プリスケーラー、0 WDT
→ 、1 TO

0 PD→

TO PD影響ステータス： 、

PD説明： パワーダウン･ステータス･ビット

がクリアされます。タイムアウト･ス

テータス･ビット、 が設定されまTO
す。ウォッチドッグ･タイマーとその

プリスケーラーはクリアされます。

発振器が停止した状態で、プロセ

ッサーがスリープ･モードになりま

す。

SUBLW Subtract W from Literal
[ ] k構文： label SUBLW
0 k 255オペランド： ≦ ≦

k (W) (W)操作： － →

C DC Z影響ステータス： 、 、

説明： レジスターは、 ビット･リテラルW 8
「 」から減算されます（ の補数k 2
法）。結果は レジスターに格納さW
れます。

SUBWF Subtract W from f
[ ] f,d構文： label SUBWF
0 f 127オペランド： ≦ ≦

d [0 1]∈ 、

(f) (W) ( )操作： － → 宛先

C DC Z影響ステータス： 、 、

説明： レジスター「 」から レジスターをf W
減算します（ の補数法）。「 」が2 d
の場合、結果は レジスターに保0 W
存されます。「 」が の場合、結果d 1
はレジスター「」に保存されます。f

SWAPF Swap Nibbles in f
[ ] f,d構文： label SWAPF
0 f 127オペランド： ≦ ≦

d [0 1]∈ 、

操作： → 宛先 、(f<3:0>) ( <7:4>)
(f<7:4>) ( <3:0>)→ 宛先

影響ステータス： なし

説明： レジスター「 」の上位ニブルと下位f
ニブルが交換されます。「 」が のd 0
場合、結果は レジスターに配置さW
れます。「 」が の場合、結果はレd 1
ジスター「」に配置されます。f
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XORLW Exclusive OR Literal with W
[ ] k構文： label XORLW
0 k 255オペランド： → →

(W) .XOR. k (W)操作： →

Z影響ステータス：

説明： レジスターの内容は、 ビット･リW 8
テラル「 」と 演算されます。k XOR
結果は レジスターに格納されまW
す。

XORWF Exclusive OR W with f
[ ] f,d構文： label XORWF
0 f 127オペランド： ≦ ≦

d [0 1]∈ 、

(W) .XOR. (f) ( )操作： → 宛先

Z影響ステータス：

説明： レジスターの内容とレジスターW
「」の 演算（排他的論理和）さf XOR

d Wれます。「 」が の場合、結果は0
レジスターに保存されます。「 」d
が の場合、結果はレジスター「 」1 f
に保存されます。
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注意：
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開発サポート11.0

マイクロコントローラーと デジタル信号コPIC® dsPIC®
ントローラーは、ソフトウェアおよびハードウェア開発ツー

ルの全範囲でサポートされています：

統合開発環境•
ソフトウェア- MPLAB IDE

コンパイラーアセンブラーリンカー• / /
さまざまなデバイス･ファミリ用の コンパイラ- MPLAB C

- HI-TECH Cさまざまなデバイス･ファミリ向けの

アセンブラ- MPASMTM
オブジェクト･リンカ オブジェクト- MPLINKTM /MPLIBTM

･ライブラリアン

アセンブラリンカさまざまなデバイス･ファミリ- MPLAB / /
ーのライブラリアン

シミュレーター•
ソフトウェア･シミュレーター- MPLAB SIM

エミュレーター•
インサーキット･エミュレーター- MPLAB REAL ICE

インサーキット･デバッガー•
- MPLAB ICD 3

デバッグ･エクスプレス- PICkit. 3
デバイス･プログラマー•

プログラマー- PICkit. 2
デバイス･プログラマー- MPLAB PM3

低コストのデモンストレーション 開発ボード、評価キッ• /
ト、およびスターター･キット

統合開発環境ソフトウェア11.1 MPLAB

ソフトウェアは、 ビット･マイクロコンMPLAB IDE 8/16/32
トローラー市場でこれまで見えなかったソフトウェア開発を

容易にします。 は、以下を含む オペレMPLAB IDE Windows®
ーティング･システム･ベースのアプリケーションです。

すべてのデバッグ･ツールへの単一のグラフィカル･インタ•
ーフェイス

シミュレーター-
プログラマー（別売）-
インサーキット･エミュレータ（別売）-
インサーキット･デバッガー（別売）-
色分けされたコンテキストを備えたフル機能のエディター•
複数のプロジェクト･マネージャー•
内容を直接編集できるカスタマイズ可能なデータ･ウィンド•
ウ

高レベルのソース･コードのデバッグ•
マウス･オーバー変数検査•
ソースから変数をドラッグ･アンド･ドロップしてウィンド•
ウを監視する

広範なオンライン･ヘルプ•
コンパイラーなどの選択されたサード･パーティ･ツ• IAR C

ールの統合

では、次のことができます：MPLAB IDE

ソース･ファイル（ またはアセンブリ）を編集します• C
ワンタッチでコンパイルまたはアセンブルし、エミュレー•
ターおよびシミュレーター･ツールにダウンロード（すべて

のプロジェクト情報を自動的に更新）

次を使用してデバッグします：•
ソース･ファイル（ またはアセンブリ）- C
混合 とアセンブリ- C
機械コード-

は、費用対効果の高いシミュレーターから低コMPLAB IDE
ストのインサーキット･デバッガー、フル機能のエミュレータ

ーまで、単一の開発パラダイムで複数のデバッグ･ツールをサ

ポートします。これにより、柔軟性とパワーが向上したツー

ルにアップ･グレードする際の学習返りがなくなります。
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さまざまなデバイス･ファミリ用の コ11.2 MPLAB C
ンパイラ

コンパイラー･コード開発システムは、マイクロMPLAB C
チップ社の 、 、 ファミリーのマイクロコンPIC18 PIC24 PIC32
トローラーと 、 ファミリーのデジタル信号dsPIC30 dsPIC33
コントローラー向けの完全な コンパイラーです。これANSI C
らのコンパイラーは、強力な統合機能、優れたコード最適

化、使いやすさを提供します。

簡単なソース･レベルのデバッグのために、コンパイラーは

デバッガーに最適化されたシンボル情報を提供しMPLAB IDE
ます。

11.3 HI-TECH Cさまざまなデバイスファミリ向けの

コンパイラー･コード開発システムは、マイクHI-TECH C
ロチップの ファミリーのマイクロコントローラと フPIC dsPIC

ANSI Cァミリーのデジタル信号コントローラー向けの完全な

コンパイラーです。これらのコンパイラーは、強力な統合機

能、全知コード生成、使いやすさを提供します。

簡単なソース･レベルのデバッグのために、コンパイラーは

デバッガーに最適化されたシンボル情報を提供しMPLAB IDE
ます。

コンパイラーには、マクロ･アセンブラー、リンカー、プリ

プロセッサー、ワンステップ･ドライバーが含まれており、複

数のプラットフォームで実行できます。

アセンブラー11.4 MPASM

アセンブラーは、 向けのフルMPASM PIC10/12/16/18 MCU
機能の汎用マクロ･アセンブラーです。

アセンブラーは、 オブジェクト･リンカーMPASM MPLINK
用の再配置可能なオブジェクト･ファイル、 標準 フIntelR HEX
ァイル、メモリー使用量とシンボル参照を詳述する ファMAP
イル、ソース行と生成されたマシン･コードを含む絶対 フLST
ァイル、デバッグ用の ファイルを生成します。COFF

アセンブラーの機能は次のとおりです：MPASM

プロジェクトへの統合• MPLAB IDE
アセンブリ･コードを合理化するユーザー定義マクロ•
多目的ソース･ファイルの条件付きアセンブリ•
組み立て行程を完全に制御できる指令•

オブジェクト･リンカー オブジ11.5 MPLINK /MPLIB
ェクト･ライブラリアン

オブジェクト･リンカーは、 アセンブラーMPLINK MPASM
と コンパイラーによって作成された再配置可MPLAB C18 C
能なオブジェクトを組み合わせます。リンカー･スクリプトの

ディレクティブを使用して、プリコンパイル済みライブラリ

ーの再配置可能オブジェクトをリンクできます。

オブジェクト･ライブラリアンは、プリコンパイルさMPLIB
れたコードのライブラリー･ファイルの作成と変更を管理しま

す。ライブラリーのルーチンがソース･ファイルから呼び出さ

れると、そのルーチンを含むモジュールのみがアプリケーシ

ョンにリンクされます。これにより、多くの異なるアプリケ

ーションで大きなライブラリを効率的に使用できます。

オブジェクト･リンカー ライブラリーの機能は次のとおり/
です：

多くの小さなファイルではなく、単一のライブラリーの効•
率的なリンク

関連モジュールをグループ化することでコードの保守性を•
強化

モジュールの一覧表示、置換、削除、抽出が簡単なライブ•
ラリーの柔軟な作成

11.6 MPLABさまざまなデバイス･ファミリー向けの

アセンブラー、リンカー、およびライブラリアン

アセンブラーは、 、 、 デバイスMPLAB PIC24 PIC32 dsPIC
のシンボリック･アセンブリ言語から再配置可能なマシン･コ

ードを生成します。 コンパイラーは、アセンブラーMPLAB C
を使用してオブジェクト･ファイルを生成します。アセンブラ

ーは、再配置可能オブジェクト･ファイルを生成します。この

ファイルは、アーカイブするか、他の再配置可能オブジェク

ト･ファイルおよびアーカイブとリンクして、実行可能ファイ

ルを作成できます。アセンブラの注目すべき機能は次のとお

りです：

デバイス命令セット全体のサポート•
固定小数点および浮動小数点データのサポート•
コマンドライン･インターフェース•
豊富なディレクティブ･セット•
柔軟なマクロ言語•

の互換性• MPLAB IDE
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ソフトウェア･シミュレーター11.7 MPLAB SIM

ソフトウェア･シミュレーターは、 おMPLAB SIM PIC MCU
よび を命令レベルでシミュレートすることによdsPIC® DSC
り、 ホスト環境でのコード開発を可能にします。任意の指PC
示で、データ領域を検査または変更でき、包括的な刺激コン

トローラから刺激を適用できます。さらなる実行時分析のた

めに、レジスターをファイルに記録できます。トレース･バッ

ファーとロジック･アナライザー･ディスプレイは、シミュレ

ーターの能力を拡張して、プログラムの実行、 のアクショI/O
ン、ほとんどの周辺機器、および内部レジスターを記録およ

び追跡します。

ソフトウェア･シミュレーターは、 コMPLAB SIM MPLAB C
ンパイラー、 および アセンブラーを使用したMPASM MPLAB
シンボリック･デバッグを完全にサポートしています。ソフト

ウェア･シミュレーターは、ハードウェア･ラボ環境の外部で

コードを開発およびデバッグする柔軟性を提供するため、優

れた経済的なソフトウェア開発ツールになります。

インサーキット･エミュレー11.8 MPLAB REAL ICE
ター･システム

インサーキット･エミュレーター･システMPLAB REAL ICE
ムは、 および デバイス向けのMicrochip Flash DSC MCU

の次世代高速エミュレーターです。各キットに含まMicrochip
れる 統合開発環境（ ）の使いやすい強力なグラフMPLAB IDE
ィカル･ユーザー･インターフェイスを使用して、 フラッPIC®
シュ と フラッシュ をデバッグおよびプログMCU dsPIC® DSC
ラムします。

エミュレーターは、高速 インターフェイスを使用USB 2.0
して設計エンジニアの に接続され、インサーキット･デバPC
ッガー･システム（ ）と互換性のあるコネクターまたはRJ11
新しい高速、ノイズ耐性、低電圧差動信号のいずれかでター

ゲットに接続されます。（ ）相互接続（ ）。LVDS CAT5

エミュレーターは、 での将来のファームウェアMPLAB IDE
･ダウンロードによりフィールドでアップグレードできます。

の今後のリリースでは、新しいデバイスがサポーMPLAB IDE
トされ、新しい機能が追加されます。 は、MPLAB REAL ICE
低コスト、フルスピード･エミュレーション、ランタイム変数

ウォッチ、トレース分析、複雑なブレーク･ポイント、堅牢な

プローブ･インターフェイス、長い（最大 ）の相互接続ケ3 m
ーブルなど、競合するエミュレーターに比べて大きな利点を

提供します。

インサーキット･デバッガー･シ11.9 MPLAB ICD 3
ステム

インサーキット･デバッガー･システムは、MPLAB ICD 3
社の （ ）およびMicrochip Flash Digital Signal Controller DSC

マイクロコントローラー（ ）デバイス向けの、MCU
の最も費用対効果の高い高速ハードウェア･デバッMicrochip

ガープログラマーです。 統合開発環境（ ）の強力/ MPLAB IDE
でありながら使いやすいグラフィカル･ユーザー･インターフ

ェイスを使用して、 マイクロコントローラーとPIC® Flash
をデバッグおよびプログラミングします。dsPIC® DSC
インサーキット･デバッガー･プローブは、高速MPLAB ICD 3

インターフェイスを使用して設計エンジニアの にUSB 2.0 PC
接続され、 または システムMPLAB ICD 2 MPLAB REAL ICE
（ ）と互換性のあるコネクターでターゲットに接続さRJ-11
れます。 は、すべての ヘッダーMPLAB ICD 3 MPLAB ICD 2
をサポートします。

インサーキット･デバッガー プログラ11.10 PICkit 3 /
マーおよび デバッグ･エクスプレスPICkit 3

は、 統合開発環境（ ）の強力なMPLAB PICkit 3 MPLAB IDE
グラフィカル･ユーザー･インターフェイスを使用して、最も

手頃な価格で および フラッシュ･マイクロコントPIC® dsPIC®
ローラーのデバッグとプログラミングを可能にします。

は、フル･スピード インターフェイスをMPLAB PICkit 3 USB
使用して設計エンジニアの に接続され、 デバッPC Microchip

RJ-11 MPLAB ICD 3 MPLAB REALグ（ ）コネクター（ および

と互換性あり）を介してターゲットに接続できます。コICE
ネクターは、 つのデバイス ピンとリセット･ラインを使用2 I/O
して、インサーキット･デバッグとインサーキット･シリアル･

プログラミングを実装します。

デバッグ･エクスプレスには、 、デモ･ボーPICkit 3 PICkit 3
ドとマイクロコントローラー、フックアップ･ケーブル、およ

びユーザー･ガイド、レッスン、チュートリアル、コンパイラ

ー、 ソフトウェアを含む が含まれていまMPLAB IDE CDROM
す。
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開発プログラマー デバッガーおよ11.11 PICkit 2 /

び デバッグ･エクスプレスPICkit 2

開発プログラマーデバッガーは、マイクロチッPICkit™ 2 /
プ社のフラッシュ･マイコン･ファミリのプログラミングおよ

びデバッグ用の使いやすいインターフェイスを備えた低コス

トの開発ツールです。フル機能の プログラミング･Windows®
インターフェイスは、ベースライン（ 、 、PIC10F PIC12F5xx

）、ミッドレンジ（ 、 ）、PIC16F5xx PIC12F6xx PIC16F
、 、 、 、および ファミPIC18F PIC24 dsPIC30 dsPIC33 PIC32

リーの ビット、 ビット、および ビット･マイコンをサポ8 16 32
ートします。多くの シリアル 製品。Microchip EEPROM
Microchip MPLAB IDE PICkit™ 2の強力な 統合開発環境（ ）

は、ほとんどの マイクロコントローラーでインサーキッPIC®
ト･デバッグを有効にします。インサーキット･デバッグは、

マイクロコントローラーがアプリケーションに組み込まPIC
れている間、プログラムを実行、停止、およびシングル･ステ

ップします。ブレーク･ポイントで停止すると、ファイル･レ

ジスタを調べて変更できます。

デバッグ･エクスプレスには、ユーザーのガイド、PICkit 2
レッスン、チュートリアル、コンパイラー、 ソフMPLAB IDE
トウェアを備えた 、デモボードとマイクロコントロPICkit 2
ーラー、フックアップ･ケーブルと が含まれていまCDROM
す。

デバイス･プログラマー11.12 MPLAB PM3

デバイス･プログラマーは、信頼性を最大限にMPLAB PM3
高めるために および でプログラム可能な電圧V VDDMIN DDMAX

検証を行う、 準拠の汎用デバイス･プログラマーです。メCE
ニューおよびエラー･メッセージ用の大型 ディスプレイLCD
（ ）と、さまざまなパッケージ･タイプをサポートす128x64
るためのモジュール式の取り外し可能なソケット･アセンブリ

を備えています。 ケーブル･アセンブリは標準品としICSP™
MPLABて含まれています。スタンドアロン･モードでは、

デバイス･プログラマーは、 接続なしで デバイスPM3 PC PIC
の読み取り、検証、およびプログラムを実行できます。この

MPLABモードでコード保護を設定することもできます。

は、 または ケーブルを介してホスト に接PM3 RS-232 USB PC
続します。 は、高速通信と最適化されたアルゴMPLAB PM3
リズムを備えており、大容量メモリー･デバイスの迅速なプロ

グラミングを可能にし、ファイル･ストレージおよびデータ･

アプリケーション用の カードを組み込んでいます。MMC

デモンストレーション 開発ボード、評価キット、11.13 /
およびスターター･キット

さまざまな および 向けの多種多様なデPIC MCU dsPIC DSC
モンストレーション、開発、評価ボードにより、完全に機能

するシステムでの迅速なアプリケーション開発が可能になり

ます。ほとんどのボードには、カスタム回路を追加するため

のプロトタイピング領域が含まれており、アプリケーション･

ファームウェアとソース･コードを検査および変更のために提

供します。

これらのボードは、 、温度センサー、スイッチ、スピLED
ーカー、 インターフェース、 ディスプレイ、ポテRS-232 LCD
ンショメーター、追加の メモリなど、さまざまな機EEPROM
能をサポートしています。

デモンストレーションおよび開発ボードは、教育環境、カ

スタム回路のプロトタイピング、およびさまざまなマイクロ

コントローラー･アプリケーションの学習に使用できます。

に加えて。および 回路のデモ開PICDEM™ dsPICDEM™ /
発ボード･シリーズ、マイクロチップにはアナログ･フィルタ

ー設計用の評価キットとデモ･ソフトウェアのラインがあり、

セキュリティ 、 、 、 バKEELOQ® IC CAN IrDA® PowerSmart
ッテリー管理、 評価システム、シグマ‐デルタSEEVAL®

、流量検知、さらに多くを併せて。ADC

指定されたデバイスを体験するために必要なすべてを含む

スターター･キットも利用できます。これには通常、単一のア

プリケーションとデバッグ機能が含まれます、すべて つの1
ボードに。

デモの完全なリストについては、 ページMicrochip Web
（ ）を確認してください、開発および評www.microchip.com
価キット。


